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Inspire the Next 


このたびは曰なオーブンレンジを 
お！!い上げいたださ、まことにおり 
ぴとうございました。 

このククレットガイドをよくお巧み 
になり、正しくご使用ください。 

お巧みになったあとは、巧 H 塞とと 
ちに大切に巧をしてください。 


取扱説明書/斟理編 
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曰立才ーブンレンジ 家 
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«この巧8は待消費オフ»化がありまず。トアを巧じたが態で巧お良に roj び表示されてしぶとをは、が10分後に自•的に Jtiftbi 切れ 
まず。 MW) 巧〇れたあとは、ドアを拥巧ずると巧び ■« が入りキーををけ付けまず。 
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ククレツトガイドの見かた 


■加熱表示 

オート調理の加熱方法 
を表 TJX します。 

■付属品の表巧例 


トンジ 

11 

1グリル1 


^ 才-ブン 

レンジ加熱 

グ U ル加熱 

オーブン加熱 

レンジ/ 
ブン J 

• ► 

'レンシン 

リル> 


'ォ-フ 
/ブリル ^ 


■調理方法の表示 

調理キー、出力、温度、加熱時間は次のよラに表示します。 

•DDDDDDDD 

B □□日] 扣 □日] 团 □] 团 □ □ □ □ □ I IPAM □□ い区□回 


[5 D D い 因□□□□□□日 1(|6凹 ||7凹 I) □□□□□皿皿 □□ 


レンジとオーブンの併用 レンジとグリルの併用オーブンとグ I 」ルの併用 |9□□ 日日日日日/日日日日 □□ I □□□□ 皿皿 因 □□□□/□□ □ 


/(////pi IIII \1 )1 IIII WWW \\ 擎、 


じ凹凹 □/□□□□□□&□□□□□□□□□□ 区 □□□□ lin □日 


•DDDDDDD 


f 角皿1 
U ホー□-製リ 


焼網 
角皿 


〔究ゴ〕 


r 角皿2枚1 
U ホー□—製リ 


111111 plni II |[ 111 \ 


焼網 


■ □□□□□□□□田□□の□□の □□□□□□□□□ 

■ DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


DDDDDD - IDDDllDDDlDDDDIIPAMgaKDDD ) 

DDDDDD - inn n 1 70 op Iidddisoodiidd 邮〇〇日 I 向 □ □ Tioopl 

DDDDDDD — り 50° C | に10て1 皿口 肺^^ 

□ □□□ —— ID2D 尼 DSC] 


■D DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

力 aU -: 1的31(キ[1]力[1]リー)=4.18^(キ[1ジユール） 
容量： 1 mL (ミ U リツトル） =1 cc (シーシ ー） 


才 

I 

卜 

調 

理 


手動調理 


巧巧説明編もくじ 


0 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDD 

〇 DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDD 


給表示の例 


•この機器は一般家庭用でず。業務用にはお使いにな!5ないでください。 

据え付けるとき 


)1 この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいたださ、あ 

iRE が / JM ^なたや他の人々への危害や財産への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表 

示をしています。その表示と意味は次のようになっています。内容をよく理解して 
から本文をお読みください。 


まをのため必ずお守り <ださい 



A 警告 


電源は定格15 A 1 U 上の専用コンセ 
ントを単独で使い、他の器具と併 
用ずる分岐コンセントは使わない。 

DDDDDDDDDDDDD 


. パふ、 

•、..ぶ■.じ'. 


呼::: 


〇 


ボルト 


交流 1 oovm 外では使用しなし、。 

DDDDDDDDDD 


0 


包装用ポリ袋は幼児の手の届かな 
い所に保管または廃棄ずること。 

DDDDDDDDDDDD DD 
DDDDDDDDDDDDD 


〇 


傷んだ電源コードや差込プラグ、 
ゆるんだコンセントを使用しない C 

DDDDDDDDDDDDDDD 

isw & 

がぶ送立婷:产 

… 'ぶふ岭、 


電源コード-差込プラグを傷つけ 
ない。 

電源コードを傷付けたり、破損した 
り、加工したり、無理に曲げたり、 
引っ張ったり、ねじったり、たばね 
たり、重いものを載せたり、はさみ 
込んだりしない。 

DDDDDDDDDDD 
DDDDDDD 


0 


>燃えやすいもののそばに置いたり、 
熱に弱いものやカーテンなどを近 
づけない。 

DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 



0 


•たたみ、じゅうたん、テーブルク 
□スなど熱に弱いものの上に置か 
ない。 

DDDDDDDDD 
DDDDDDDDD 


0 


アースを確実に取り付ける。 

DDDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


〇 


■アース端子がある場合 

U — ド線の先端の皮をむさ、 アース 
端子付 コンセン トの アース 端子に確 
実に固定してください。 


お線 



• DDDDDDDDDD □ 且 □ □□□□□□ 〇日 
DDDDDDDDD 1000 □ □□□□□□回 
□ □□□□□ DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


切れ目 


■アース端子がない場合 

アース線の接地工事には「電気工事±」の有資格者び工事するよラ法 
律で定められています。お買い上げの販売店か、お近くの電気工事 
店にご相談ください。（工事は有料） 

ごま意 

ガス管、水道管、避雷針や電話のアース線への接続はやめてください。 


湿気の多い場所 

♦水蒸気び充満する場所♦±間、コンク U —卜床 
♦酒、しょうゆなどを釀造、または貯蔵する場所 


水気のある場所 

この場合、漏電しや断器の取り付けち義務づけられ 
ています。 

•水を取り扱う±間、洗い場など水気のある場所 
♦地下室など常に水滴び漏出したり、結露する場所 


料 

理 

編 


DD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 

DDD 



DDD 

DDD 


DDD 

DDD 

心 



n- __- ^—_ __ It ―_ ^— iL—IE —_ 

n-nunu nunu ^ - - I - _ _ 

n- __ - ^ — _ __It ― _ ^ — iL—IE — _ 

n- __ - ^ — _ __It ― _ ^ — iL—IE — _ 



n- __ - ^ — _ __It ―- n_ ^ — iL—IE — _ 

DDD DDD DDD 

DDD DDD DDD 

DDD DDD DDD 

DDD DDD DDD 

DDD □□□□□□□ 

DDD □□□□□□□ 

DDD □□□□□□□ 

DDD □□□□□□□ 

DDD □□□□□□□ 

DDD □□□□□□□ 

険告意 

危警注 

A A- A 


才—卜調理 


手動調理 


ご使用の前に 
ご使用の後に 
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DDDDDDDDDDDDDDDD 

据え付けるとき 


A ミ主意 


本体は壁などとの間をあける。 

□□□凹□□□□□回 


〇 


DDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□凹 

あらかじめアルミホイルを壁面に貼ると巧れ 
を防止でさます。後面びガラスの場合、温度 
差で割れる恐れびあるので2日 cm な上あけ 
てください。 


邮□町!品.□□□□々 □* 




ずき間があってら5面を囲む設置 
はしない。 

DDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 


0 



電源コードは、排気□や温度の高 
い部分に近づけない。 

DDDDDDDDDD 


0 


使用前に包装材は全て取り除くこと。 

□ □□□□□□□凹 D D D D 


〇 


水のかかるところや熱気、乂気の近 
くで使わない。 

DDDDDDDDDD 


0 


•水平で丈夫な場所に置く。 □ □□□□□□□□□□□□□□ 

•ラジオ、テレビ、無線機器およびアンテナ線か 53 mlU 上離ず。 □ □□□□□□□□□□□□ 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
•落雷の恐れがあるときは、差込プラグをコンセントか5巧く日 □□□□□□ 


使用するとき 


A 


A 危険 


改造は絶巧にしない。また、 

穴やずき間などに指や物を差 

サービスマン m 外の人は、 

し込まない。特に子供のいた 

分解したり修理しない。 

ず5などに注意。 


DDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 

□ □ □ 



f ⑩ 


0 

、 


/ □□□□ 


j 


A 警告 


子供だけで使わせたり、幼児の手の届くとこ 
ろで使わない。 

DDDDDDDDDDDDDD 


0 


調理中に差込プラグを巧さ差ししない。 

DDDDDDDDDD 
抜くときはとりけしキーを押した後にし 
て < ださい。 


0 


ZL 注意 

レンジ加熱では、ゆで卵は絶巧に 
作ったり、あたためたりしない。 
目玉焼きやおでんのゆで卵 
などのあたためらしない。(\) 

DDDDDDDDDDD 

調理後の食品の出し入れに注意ず 

る。 □□□□□□凹 
レンジ加熱でも容器やテーブル 
プレ-卜などび熱くなることび 
あ 0 ます。 

テーブルプレートに衝撃を加えな 

し、。 □ DDDDDDDDDD 方、 

特に食品の出し入れのとさ、|\) 
テーブルプレートのふちに当 
たらないよラにしてください。 

オーブンレンジが乾倒-落下した 
場合は、使用せず、点検を依頼ずる。 

DDDDDDDDDDDD 

ドアに無理な力を加えたりぶ5さ 
がらない。 

DDDDDDDDDD (>J 

DDDDDDDD 

差込プラグの抜き差しは、^ 
コードを持たずに、必ず差 mm 
込プラグを持ごて行う。 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

レンジ加熱では、びん類など密封さ 
れた食品は栓やふたをはずし、膜や 
殻つきのものは、切れ目や 
割れ目を人れる。 mm 

巧類の乾燥など調理 m 外の目的に 
使わない。 ベ、 

DDDDDDDDDDDDDD 

長期間使わないとさは、必ず差込プ 
ラグをコンセントか5抜く。 

DDDDDDDDDDD 

DDDDDDDD 

DDDDDDDD 

ドアに物をはさんだまま使わない。 

DDDDDDDD □□□□凹 

本体の上に物を置かない。 

DDDDDDDDDDDDDD VV 

吸排気□をふさがない。 

DDDDDDDDDDD 



DDDDDDDDDDDDDD 
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使用するとき 

レンジのとを 


• 加熱室が空のまま加熱しない。 
DDDDDDDDDDDDDD 
•鮮度保持剤(脱酸素剤など)を入れたまま、 
また包装にラべ J レやテープを貼つたままで 
加熱しなし、。 □ □□□□□□ 

• In n n n I で飲みらのを加熱しない。 

DDDDDDDDDDDDD 

グリル、オーブンのとを 


食品は加熱しずざない。 

• 突然沸とうして飛び散ることびある V-y 

水、飲みもの(牛乳、酒、〕ーヒーなど）、カレーやシチュ ー 
などのとろみのあるちの、油脂分の多い生ク U —ム、 
バターなどは、加熱中や加熱後食品を取り出すと^ :ご./一 
沸とうして飛び散り、やけどの恐れびあります。 う作、、.- 
※飲みものは加熱前にスプーンなどでかき混ぜます。 r 呵 

♦こげたり燃える恐れがある 

少量の食品、水分の少ない干ちの、加熱されやすいまんじ 
ゆうやパン類、温度び上びりやすいあん、チョコレート、 
油脂分の多い揚げちの、バター、サラダ油、ミックスベジ 
タブルなどはこげたり、燃える恐れびあります。 

※少量 （1 日 Og 未満)の食品をオート調理で加熱しないでください。 
※ククレツトガイドの指定分量ながの加熱は、手動調理で様子 
を見ながら加熱します。 


♦ 金属の調理道具やアルミなどで加工したプラスチック 
容器、付属の角皿(ホー□一製)は使わない。アルミ道 
(アルミホイル)を使うときは加熱室内壁、ド 
アフアインダーに触れないようにずる。 

DDDDDDDDDDDDDDDD 

♦食品の重さにく 5ベ重すぎる容器でオート調理 CV 
しない。 □ DDDDDDDDDDDDDD 


0 


0 


レンジ500 W 


♦ち詰やレトルト食品は吿や袋のままで加熱しない。 

□ □□□□□□□田 □□□□□□□□□ アルミ包装 
は加熱でさません。容器に移しかえて加熱しま 
す。 

♦乳幼児の S ルクやべビーフードは手動 [ 

で様子を見なが5加熱し、必ず仕上がり温度を確認 

ずる。 □ □□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

※市販のベビーフードは日そのまま加熱しないど： 
容器に移しかえて加熱してください。 

※種類の違うものを一嵐こ加熱しないでください。 

♦ラップやふたなどのおおいをはずずとさは、 

注意ずる。 □ □□□□□□□ ^ 

蒸気び-気にでる齡びあります。必ず向こう側 mm 
からはずしてください。 



A 注意 


A 

江 局 

•使用中や終了後しば5くは、本体（ドア、 
キャビネット、加熱室などの周辺)、テー ピリ 

ブルプレート、角皿、焼網にふれない。 □□□□ 

DDDDDDDD 

•熱くなったドアやテーブルプレートなど 

に水をかけない。 □ □□□□□□ V-X 

♦ 調理が終わつた5ずぐに取り出ず。 
DDDDDDDDDDDDDD 
♦食品の出し入れは厚めの乾いたふきんやお手 
持ちの才ーブン用手袋を使う。 □ □□□□□□ 

• プラスチック容器をヒーター加熱しない。 

□ □□□□凹 J 


V - 

レンジ、グリル、オーブンのとを 

ノ 

A ミ主意 

N 


食品くずをつけたまま 

使わなし、。 □ □□□□□□ 



0 



加熱室内で食品が燃え出したときは、 

1. ドアを開けない丑 □□□□□□□□□□□□ _ 

2. とりけしキーを押し、運輯を止めてか5、差込プラグを抜く。 

3. 本体か5燃えやずいらのを遠ざけ、鎮乂ずるまで待つ。鎮乂 
しない場合は、水か消乂器で消ず。そのまま使用せず、必ず 
販売店に点検を依頼ずる。 



お手入れのとさ 


A 警告 1 

めれた手で差込プラグの抜さ差し 
はしない。 _ 

□□□□□□□□□□[も® 

心 DDDDD 

差込プラグの刃および刃の取り付 
け面のほこりをよくふく。 

□□□り日凹 0 

ノ /f M 

本体の掃除は、必ず差込プラグを巧 
き本体が冷めてか5行う。 

□ □□□□凹 し-、’^:^ぅ 1 9 

□ □□日 If 

巧 J 


5 


000 
















































































E 麵目ぉ至ミ 

□ □□□□凹 

□ □□□凹 

[□ □ □]□□□□ l□□□|700□l 吟 l□□□ に 00□l 峰 
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loowiHnnnliPAMnnn ddddd nnnn 
□ 90 D D ID D 3 onmnnn in 40 □□□□□□問 


ID DP り〇〇〇1 蜂 巧 □ □ fioop ]4 ^DD |700 D ] 
DDDDDDDDDDD 


I^AM □化 DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 

(□ 师 □□□□□□ 

Id D D ID □ □ □ Id D D ID DDDDDDDD 
IdDDD P 1 □□□の□□□凹 

□ 2 □□□の□□□□の □□□□□ 

lag ID I □□□□口 2 □□□□□□□□□□□週 □ 
(□□□□) □□□□□□ (45 D 40 D 35。〇口 □ □ □ □ 


□ □ IDDDD I DimDDlDmDDDDDDDDDD 

□ □□□□□□ 2皿凹 2 □□□□□□凹 


3日ぺージ 


iddddId □□□□□□□□□□□□□□田 □□凹 
□ □□ S)D D D D D D 
D D D D m D D 趣□□□□凹 
in n n n In n n In □ □ □ □□□田□□凹 

□□□□!□□□□□□□□□□□□□□□□ 


6 



X 肋 j 吴 

j が ^ 



DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□□□凹 


DDDDDDDDDDDDDDDD (•)□□□ 

D D D D 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□(•の □□□凹 


各部のなまス 

ヒ 

加熱室後部に内蔵されています。 

上ヒーター 

加熱室天井部に内蔵されています。 

ァーブルプレート (□□□□□□) 
調理するとさは必ず加熱室底面に 
セットし、すべての調理に使います。 

庫内な 
皿受棚- 

角皿をのせます。 

ドア 

加熱中にドアを開ける 
と、庫内なび消えます 。I 

ドア八ンドル 


ドアファインダー 


排気 □- 



差込プラグ- 


発酵 
黒皿中段 


—強予熱グリルレンジオン 

沿:匿で 


PAM 解凍 パリツとあたため 

巧さしみ S 解凍 I 巧ぶ蔵7ぶ凍 I 8かんたんピザ 
9スポンジケ-キ/チ-か-キ10かんたんパン/ゆろんパン11グラタン/ドリア 


に茶私ィ蒸し/小田きき蒸し13揚げ b の:から揚げ/ヒレカツ14巧きもの:スペアリブ/つけ焼き 
15炒か1の:焼きそば / A まま16葉•果菓17根 案 


るき R のなまスとはた!3を 

操作パネルのはた S を 


待機時消費電カオフ機能今11ぺージ^^>表示窓 


オート調理 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
D D D D 




17 DDDD DDDD □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
rPAMDDj |4 DDDin I 17 D Din □□□□□□□□□□□□ 〇[] □□□□□□□□□□□ 

遇 □ □ □ 茵〇 □ D D D D 


仕上がり調節夺一 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 in n n n 1 in n n in ddddd 
DDDDDDDDDDDDDD 



あたため丰一 


B □□□□□□□□□□化 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


脱臭夺一 


スタート丰一 


とりけしキー 


DDDDDDDDDDD 


D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

D 


D 

D 


D 

D 


D 


D 

D 


D 

D 


D 

D 

D 

D D 

D D 

D D 

D D 

□ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

□ □ □ 

D [ D 

D [ D 

□ S □ 

□ □ □ 

D D D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

0 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

日凹 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

□ □ 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 


DDDDDDDDDDD 


ご使用の前に 


ご使用の前に 
























































































































































































付属品の種類 


〇 巧は使える。 

X 巧は使えない。 


□ □□日日 D ' -- 

□ □ □ 

□ □ □ 

D D D D 

国 角皿2枚 急;令すると、変形の原 fn \ 

DDDDDDD 因になります。 / \ 

(皿受删このせます。） け' ろ 

X 

(皿受棚のフッ素〕-卜 
娜里びスパ-ク伙花)に 
よって損傷します。） 

〇 

〇 

テーブルプレート (四隅〇部の内側)またはち皿にのせて 1^1^ 

直火で使うと、変形の原因になります。焼網は手動調理 
でち料理編に記載してある使いかたに限り使えます。 

X 

DDDDDDinnnnn 

nnnlffinnnn/nnnl 

Mnnnninnnnnnn 

〇 

〇 

■スチームプレート f を手持ちの深皿(陶磁器や耐熱性^ 

1 みちの)にのせて使います。 ) も - . 

DDDDDD I3nnnnnn in □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

〇 

X 

X 


■テースレプレート □□□□□□□□ 
調理するとさは必ず加熱室底面に 
セットし、すべての調理に使います。 
急;令すると割れることびあります。 

■ククレットガイド 体動 
■保証書 


※「取っ手」を別売品馆^品番号 MR 0- V 1 005) 
として扱っています。お買い上げの販売店に 
ご相談ください。（使うときは、厚めの乾いた 
ふさんやお手持ちのオーブン用手袋を使い、 
両手で取り出します。） 


〇 


□ □田□□凹 


テーブルプレー トの出し入れのしかた 

<テーブルプレートを加熱ま < 加熱室底面か S 取り出すときは> 

底面にセツトするとをは> 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
3□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

グラム 
センサー 



□ □□ 

□ □□□□□□□□ I 
DDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDD 
DDDDDDD 



□□□□□□□□ 



□□□□□□□□□□□□□□ 


ご使用の前に 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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ま焼をのしか心 

グラム-ポジションシステムの0点調節が完了した 
後、ご使用の前に、油やにおいをとりのぞくため、 
加熱室の空焼きをしてください。 

※油の焼けるにおいや煙び出ることびありますので必ず窓を開け 
るか、換気扇を回してください。 


操作の手順 


ァーブルプレートを 
セツトしてドアを閱 
める。 




〇 


脱臭 I 夺一を巧ず 


脱臭 


ソー 

孤 



0 


スタート夺一を押ず 


2度押しはお凍あたため 


V ，終了音が鳴った!5 
尸グ 空焼きが終る 


0 



A 途中で変わる 

巧 

1 C n ろン 

IMLILh 


r 


A 江局 


空焼きの加熱中や終了後しば5くは、ドア、 
キャビネット、加熱室、その周辺にふれない。 

DDDDDDDD 




グラム•ポジシ3ンシステムの 
〇点雕のしかた 

巧)めて使う前に、0点、調節をしてください。 

♦オート調理のとさにグラム-ポジションシステムを正しく 
はたらかせるために基準を合わせます。 

♦曰常ご使用の際ち、とさどさ日点調節を行って基準を合わ 
せて < ださい。 


操作の手順 


差込プラグをコンセントに差し込む 


>表示窓に何ち表示されません。（待機時消費電カオフ機能 
のためです。11ページ参照） 

ドアを開けると 〇 のように表示します。 



〇 


ドアを開ける 


0 


0 


加熱室底面にテーブルプレートをセ 
ットずる 


※加熱室の底面の3個のグラムセンサーおよび加熱室内面に 
衝撃を与えないように加熱室底面にセツトします。 


グラムセンサー 



〇 


0 


ドアを閉めてとりけし夺一 
を3秒間巧し続ける I 



※ピッとブヴーび鳴り、数秒間庫内なび点なします。庫内 
なび消灯し、日点調節び完了します。（加熱室底面にテー 
ブルプレートびセットされていないと、ピッピッピッと 
なって rc 日日」び表示されます。） 


ご使用の前に 


□ □□□□□□□ 
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このオーブンレンジについて 


•グラム•ポジションシステムとは ••• 

□ □□□□□ 3□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□ 〇〇 □□□□□□□□□□□□□□□□□□ (9 ぺージ参照） 


•電子レンジの高周液出力(手動調理)は700 W です。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□凹 500 WD 600 WD □ □ □ 

□ □□□□□□□□□!□ 2□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


* 食品の置く位置は 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


•違う種類の食品を同時にあたためるときは手動調理で 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 In n n 1700 wi n □ □ In n n 1500 wi n □□凹 

DDDDDDDDDD 


•同じ食品を 2 個じ Lb 加熱するときは 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 


♦オーブン料理のとさは 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

DDDDDDDDDDDD 

•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 450 □□□11□□□□□□□で □□□□□□□□□□□□ 

DDDDDDDDDDDDDD 


•オーブンを使いこなすために 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□10 D 20。の DDDDDDDDDDDDD □□□□□□□□□□□ 3〇5〇凹 
DDDDDDDDDDDDDDDD 


•焼きムラが気になるときは ••• 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 


•加熱中のドアの開閉は 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


•手動オーブンで加熱中に蒸気(スチーム)をかけたいときは 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
DDDDDDDDDDDD 1 DD (15 mL)D DDDDDDDDDD (DDDDD l (15 mL)D 
DDDDDDDDDDDD ) 


もちは焼けません 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 (76 D □□凹） 



ご使用の前に 


□□□□□□□□□□□□□ 
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巧つておいていただをたいこと 


必ずククレットガイドに記載している方法でお使いください。 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

待機時消費電カオフ機能について 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□ 10□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □0□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田 □□□□□() □□凹 

□ □□□□□□凹 □ 

♦ ドアを閉じた状態で差込プラグをコンセントに差し込んだだけでは電源び入りません。一度ドアを開けてください。 


仕上がり調節夺一巧7を)について 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


Ennnnnnn1(i6nn Ii7nn I) 信 nnnnnni lio □□□□□ 日/□□□凹 IIudddd/ddd 


^3 aaaaiii 4 aaaa ]^5 aaaai ddddbdddddddddd 

ff ) 押すと福]、押すと胃になります。通常は@になっています。 



Id □ □ □ 111□ □ □ 1|2 □ □ II 3 □ □ □ □ □ □ i fAM n n 1(14 □□□に □ □ i ) 画 □□□□□□/ □□□□回 


(日段階調節） 
(強） •強 

W や強） • • 
( 標準）曇中 
W や弱） • • 
(弱） 垂弱 


い回日回 /□□□□□□ lli 6 aaaalii 7 DD iipamdd 1 (d dd ) dddd 5 dddddddddddd 

□ [DDDDDDDDDDDD 

|1 □□日 112 日日 1 □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□日日日日日日 0 日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日 □□ □ 

♦ 調節のしかたは、それぞれの調理のコツを参考にしてください。 

♦ 仕上びり調節は、 I あたため I 「解凍あたため I の場合、加熱時間を表示する前に行います。その他の場合、スタートキーを押す 
前に行います。 

※仕上り調節@量、胃は、オートメこユーの加熱時間を増減します。 

グラム-ポジションシステムについて 

□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 DDDDDDDDDDDDDD 

食品の加熱前の温度、形状や材質、容器の種類によって食品の仕上びり温度は異なります。 

※調理をするときは必ずテーブルプレートを加熱室底面に正しくセットしてください。 （ C 02 表示び出て加熱できません。） 

.气メ □ディー機能について 

調理スタート、終了等を、メ□ディーで楽しく知らせます。好みによってメ□ディー音を"ブヴーぎや"無ぎに切り替える 
ときは、差込プラグびコンセントに差し込まれている状態で、ドアを開閉して表示窓に「0」を表示させてから、仕上がり 
調節キー (1^ を3秒間押し続けます。ピッとブヴー音び鳴ったら、切り替えび終了です。同じ操作でブヴー音を無音に切り 
替えられます。さらに同じ操作でメ□ディー音にもどすことびでさます。（メ□ディー音ーブヴー音一無音ーメ□ディー音） 

食品の取り出し忘れ防止ブザー音について 

加熱終了後、食品を取り出さなかったとき、"ピピピ"とブヴー音び約1分ごとに3回鳴って知らせます。 

PAM 1000 W について 

高周波出力1 OOOW は、短時間高出力機能(最大3分間)です。オート調理のあたため等の限定したメこユーにのみ働さます。 

角皿のセットは 

角皿は熱風を円滑に循環させるため、加熱室の奥まで確実に入れます。 

角皿 |1 段/ 2 段 ホ ーについて 01 段 02 段 

手動才ーブンで]段胸皿]枚)と2段胸皿2枫をセットできます。口1ぺ一'参照 ）_〇 _ 

写真と料理の実物が違う 

印刷の濃淡により、実物と多少色び異なります。 



ご使用の前に 


DDDDDDDDDDDDDD 


J — 
J — 















































































加熱のし < み 




鎖 


スピーディーで 

経済的です 




水を使わないの 
で栄養素び保た 
れます 



色や形、風昧び 
保たれます 


が 


盛りつけたまま 
で加熱でさます 



DDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDD 
□ □□□□凹 


夕驟 


DDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDD 
DDDDDDDDDDDDDDD 
□ □ 


ほえる容巧、ほえない容器 


〇 印は使える。 X 印は使えない C 


□ □(□□日）□□□□□□□□□日 
□ □(□□□の asQ □□□□□□□□□ 


水分を含んだ食品に 
は「吸収」されます。 

ガラス、陶磁器など 
の容器では「透過」し 
ます。 

金属にあたると「反 
射」します。 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□回 

レンジ加熱の特長 


加熱の種類 


容器の種類 


耐熱性のガラス容器 



耐熱性のないガラス容器 

□ □□□□□ 广べ一 

□ □□□□凹 V 杂;. 
DDDDDDDDDD 


耐熱性のある陶器-磁器 

□ □□□凹 

DDDDDDD V 



日常使っている陶器•磁器 

D D D D 

□ □ □ 




耐熱性のあるプラスチツ 
ク容器 パ--、 


DDDDDDDDDD 


その他のプラスチック 
容器 

雜 9 


ラツプ類 



国 V ' l / 


金属容器、金串、 
アルミ 
ホイル 
など 



竹、木、藤、紙、ニス、 
うるし塗り容器など 




電子レンジ加熱 


I 加熱後、急をすると割れ 
f ることびあります。 


X 


ただし、派手施絵〕け、腑模様、金、 
銀模様のあるものは、器を傷めたり、义 
、巧び でるので使えません。また議きの 
'陶器な ど 1?燃の S いものや麵間浸水 
させた陶器、艦は熱くなることびある 
ので鶴してください。 


耐熱温度び] 4日む1^：|上のちの 
で、「電子レンジ使用可」の表示 
のあるちのを使います。ただし、 

> 砂糖、バター、油を使った料理 
などは高温になり、容器び溶け 
てしま5ので使えません。 


X 


耐熱温度び] 4日む未満のちの 
(ポリエチレン、スチ□ール樹脂 
など)や耐熱温度び高くても、電 
波で変質するもの（メラミン、 
フエノー ル、ユリア樹脂、アル 
ミなどで表面加工した樹脂な 
ど）は使えません。ただし、 
| PAM " il のときにだけ、発泡ス 
チ□ールのトレーび使えます。 


X 


耐熱温度び14ぴ Cl ；! 上のちの 
は使えます。ただし、砂糖、バ 
I ター、油を使った料理などは高 
温になり、ラップび溶けてしま 
5ので使えません。 

電波を刷するので使えません。ただ 
し、アルミホイルは■波を励する性 
質别拥して、脯しすぎる部分をお 
おうなど、部分的に使えます。にのと 
き J 臟離面や麵、ファインダ-に 
細れると火花び出て、槪 i や故障のおそ 
れびあるので鶴してください。） 


X 


こげたり、塗りびはげたり、 
ひび割れすることびあるので 
使えません。特に針金を使つ 
ているちのは燃えやすくなり 
ます。ただし、竹串、楊枝、 
紙は料理 a に記載してしぶ使 
いかたに限り使えます。 


ヒーター 加熱 

(DDDDD ^ 

Udddd J 


力聴?、急 
, をすると割 
I れることび 
あります。 


X 


X 


X 


ただし、 
「オーブ 
ン-グ IJ ル 
使用可」の 
表示のある 
ちのは使え 
ます。 


X 


X 


ただし、 

発酵では 

使えます。 


ただし、 
取っ手び 
プラスチ 
ックのち 
のは使え 
ません。 


X 


ただし、 
硫酸紙や 
耐熱性の 
加工を施 
した紙製 
品は使え 
ます。 


■□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 
DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 
■□□□日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日□回 
■DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


DDDDDDD 


才—卜調理 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 


2 
J — 


食品を入れる 


O あたため I 夺一を1度 
巧ず 


□ □□□□□□□ 1今2蜂 ！□□□□□□□□□ 

1 :常温-冷蔵保存の食品をあたためます。 （1 6,17ページ参照） 

2 :冷凍保存の食品を解凍してあたためます。 （1 6,17ページ参照) 

□ □□□□□□□□□□□□□回2□□□□□□□回 __ 


※了ーフルプレートか加熱ま底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「〔 uS 」び表示され、加熱でさません。 


(お総菜のあたための場合） 


加熱び始まります。 

レンジ 

1 


f 

ォ-卜 1 


，数秒後に変わる 



あたため/解凍あたため 

器に盛ったままのお総菜や調理して冷凍したお総菜をスピーディーにおいしく化上げます。 


オート調理 


あたため解凍あたため の使いかた 


し。まリ（牛?ゾ错势 


ち皿 

01段02段 


2度巧しは招まあたため 


任が)を J 避を） ごけし ） J 


^ 終了音が鳴った!5食品 
^ を取0出ず 


庫内灯び消灯し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


>牛乳のあたためは 它牛乳 I を使います。 (18 ページ参照)、お酒のあたためは手動調理で加熱します。に8、44ページ参照） 

>ご飯のあたためは |1ごはん I 、 冷凍ご飯の解凍あたためは 瞬覆あたため I で加熱します。 

> 面たた 词 キー は、ドアを閉めて約1日分 W 内(表示窓に「0」び表示されている間）に押してください。約1日分を過ざるとスタートしません。 
ドアを開閉して 面たた词 キーを押して < ださい。 


慶たため I 辭ずあたため]のコツ， 


1回の分量は適量で (16 il 7 ぺ-ジ参照） 

1〜4人分(食品と容器を合わせて]，800 g ま 
で)です。分量び極端に多すぎたり少なすぎる 
と上手に仕上びらないときびあります。 

□ □□□□□ 100□□□□□□□□□凹 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□回 

□ □□□□□□□□□□り7、28ぺージ参照） 

同じらのを2個 J ； Lb 加熱ずるときは 

食品の分量を同じくらいにし、テーブルプ 
レートの中央に寄せて置さます。 

乳幼児のミルクやべビーフードは才 
—卜調理ではあたため！5れません 

手動 I レンジ |500 W に 様子を見なび5加熱し 
ます。（已ぺージ参照） 


必ず陶磁器や耐熱性のガラス容器を使って 

•グラム•ポジションシステムびはたらさま 
す。食品の量に合った大ささの容器を使い 
ます。容器の大きさは、食品を入れたとき 
ノ V 分目位になる大きさび適当です。 

•みそ汁のおわんは使えません。 

市販の調理済み食品は 

•市販の調理済み食品や冷凍食品を加熱す 
るとさは、メーカーの指示に従い、手動 
[1/ンジ1已0(^| で加熱します。(17ぺ一 
ジを昭） 

•市販のご飯やおにぎりをあたためるとさ 
は、14ページを参照します。 

♦発泡スチ□ールの容器やトレーは絶対に 
使用しないで下さい。 


仕上がりがめるかったときは 

手動 I レンジ「7日日 で様子を見なび5、さら 
に加熱します。 

• Innnn linnnnnni で追加加熱する 
と、熱くなりすざます。 

おおいの使い分けは 

ほとんどのあたためはラップなどのおおい 
をしませんび、魚類などのはじけやすいも 
のや調理済み;令凍食品の解凍あたためはラ 
ップなどのおおいをします。 （16 -17ページ 
参照） 

インスタント食品は 

46ページを参照して加熱します。 
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UDDD 





強•甲弱 


DDDDDDD 


才—卜調理 
































































































オート調理 


0 


スター ト夺一を J 甲ず 


庫内丹び点丹し、加熱び始まります。 


勺い 

• 途中で変わる 


A 0^ 卜を押ず ■スタ—卜のランプか点滅します。 


^ 終了音が鳴った!5食品 
' を取0出ず 


庫内巧び消巧し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


n ごはん I のコツ . 

1回の分量は適量で （1 6 • 17ぺ-ジ参照） 

1〜4人分(食品と容器を合わせて112日日 
旨まで）です。分量び極端に多すぎたり少 
なすざると、上手に仕上び5ないとさびあ 
ります。食品の重量び1日日旨未満のときは、 
手動 I レンジ roow ] で加熱します。 

(17、28ぺージ参照） 

おおいの使い分けは 

冷蔵や常温のご飯はラップなどのおおいは 
しません。 


冷凍ご飯は 歷凍あたため] で加熱し 


仕上がりがめるかったときや冷め 
かけているとさは 

手動 I レンジ170日 で様子を見なびら 、さ 
らに加熱します。 

♦ r ごば7 司 で 追加加熱すると、熱くな 
りすざることびあります。 


14 


ます。 （16 ページ参照） 

必ず陶磁器や耐熱性のガラス容器を 
使って 

♦グラム-ポジションシステムびはたらさ 
ます。食品の量に合った大ささの容器を 
イホし、丰す 

容器の大ささは、食品を入れたとさ八分 
目位になる大ささび適当です。 


n ごはん 1 は食べごろの温度に仕上 
げまず。 

めるめに感じるときや、冷蔵室から出した 
てをあたためるときは、仕上り調節を查1 
に合わせます。 

冷めたご飯やピラフなどのかたま 
りはよくほぐしてか！5加熱しまず。 

2個上加熱ずるとさは 

テーブルプレー トの中央に寄せて置さま 
す。 


市販のご飯、おにぎりは 

♦市販のご飯やおにぎりをあたためると 
さは、メーカーの指示に従い、手動心 
ンジ IS — OOW ] で力瞧します。 

♦市販の真空パックのご飯をあたためると 
さは、46ページを参照します。 

♦市販のおにぎりをあたためる時は、 
包装のままで加熱すると、包装やイ 
ンクび テーブルプレー トに付着して 
しまうことびあります。必ず包装を 
はずして手動 |1>タジ|ち oowl で加熱し 
ます。 



食品を入れる 


※てーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「〔 Gi ?」 び表示され、加熱でさません。 


(ご飯のあたための場合) 




1ごはん 


ご飯、ピラフなどご飯もののあたためじ使います。 


1ごはん の使いかた 



り 

• づ n 


強•中•弱 



才—卜調理 


冷めたご飯、お総菜のあた 
ためのコツ 

□ □□日日日日日日日日日日面の日日日日日日日 (11 日日日□日） 


ラップなどのおおいを使い 
分けて 

ほとんどのメニューは、ラップな 
どのおおいをしませんび、いか、 
えび、魚、鶏肉、マッシュルーム 
のように飛び散りやすいちのび入 
つているとさや、カレー、シチュ 
一などは、ラップやふたをします。 
(マッシュルームなどは、あらか 
じめ取り除さ、加熱後加えます。） 


ち 





水分を補って 

ご飯ちのや蒸しちのび乾燥ざみ 
のとさは、水分を補ってからラ 
ップをして加熱します。 



包装や容器、材質に注意して 

市販のお総菜やみそ汁をあたた 
めるとさは、包装状態や容器に 
注意してください。電子レンジ 
に向かない材質や真空パック入 
りは、必ず陶磁器や耐熱性の容 
器に移してから加熱します。 


加熱後のを熱を利用して 

どんぶりもののように、ご飯と 
具びひとつの器に盛りつけてあ 
るものはあたたまり具合に違い 
び出ます。 

このようなとさは、ふたやラッ 
プなどのおおいをして加熱し、 
加熱後そのまましばらくおさま 
す。 



スープ、シチューはかき混 
ぜて 

加熱後、表面に膜をはることび 
あるのでかさ混ぜます。 


オート調理であたため5れ 
ない料理があります。 

まんじゅラやパン類、冷凍野菜、 
ベビーフードなどは手動で加熱 
してください。（已-17ページ 
参照） 


調理済み冷凍食品の 
解凍あたためのコツ 

□ □□□□□□□□□□□□□□凹 

nmnnnnn iddd Iddddddd 

(IID □□凹） 

包装やラップをはずし、容器に移しか 
をて 

袋やラップなどを取り、陶磁器や耐熱性の容 
器に移してから加熱します。 

市販品のなかには、電子レンジで使える包装 
もあります。指示に従い加熱します。 

重な5ないように並べて 

シューマイなどは数び多くなっても、重なら 
ないように皿などに平らに並べて加熱します。 



ラップまたはふたを使い分けて 

ほとんどの料理は、おおいをして解凍あたた 
めをします。ラップでおおいをするとさはゆ 
とりをちってかぶせます。フライやコ□ッケ 
などはおおいをしません。 


. ，.巧， 

* ザが離> 




ひとかたまりにして冷凍したものは、 
加熱後かさ混ぜて 

カレーやスープなど、ひとかたまりにして冷 
凍してあるものは、加熱後かさ混ぜます。 

冷凍保存温度は一18でを基準にしてい 
まず。 

一20でな下の;令凍食品をオート調理すると、加熱 
不足になることびあります。手動 r レンジ朽〇 0W1 
で様子を見なび5、さらに加熱をしてください。 


凍つているさしみや生ものの 
肉、魚の解凍は 

PAM 解凍 I 阿を污 M を使い 
ます。に0ぺージ参照） 

いか料理を加熱ずるとはじ 
ける 

手動心ンジ l _ 2 00 W に加熱時間をひか 


調理済み食品の冷凍保存(フリージング)のコツ 



□ 2日3□□み 


★□□□□日 

よく冷ましてから冷凍します。 

★□□□□□□□□日 
ご飯は]杯分 （1 已日呂)ずつに、カレーなどは]皿か]日日〜3日日 g ずつに分 
け、薄く（厚さ2〜 3 cm ) 平らにして;令凍します。（丸ごとのマッシュルーム 
など飛び散りやすいわのは、あらかじめ半分に切っておさます。） 

* □□日 

固めにゆで、水気をよくきって]回分 （1 日日〜2日日呂）ずつラップなどで 
包み、冷凍します。 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□□□□□□□□ 


5 

J — 


えめにすれば、はじけは弱<なりま 
す。 






















































































ご飯、お総菜のあたためメニュー 


DDDDDDDDDDDDD 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


• □DDD □ □□ 口〇□□□に □□□ 
表面び乾燥ぎみのとさや、やわらか 
く仕上げたいとさは、水や酒をふる。 
おにぎりは皿にのせる。 

• DDDDDDDDD 口〇□□□に □□□ 
加熱後、かさ混ぜる。 

X 

□ 

□ 

□ 

雜' 

♦ □□□□□□□□凹 
容器に入れる。 

加熱後、かさ混ぜる。 

X 

□ 

□ 

□ 

□ 

み 

• D D D 

飛び散ることびあるのでおおいをする。 

参 

♦ □□□□□□凹 

皿に並べる。たれをめってか5加熱 
する。 

♦ □□□凹 

ソースは飛び散ることびあるので、 
加熱後にかける。 

X 

□ 

□ 

□ 

□ 

々パ; 

• D DDDDDDDDDDD 

皿に並べる。えびやいかは飛び散る 
ことびあるのでおおいをする。 

分量の少ないとさは仕上びり調節 

1やや弱に合わせる 

X 


DDDDDDDDDDDDD 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


•D DDDDDDDDDDDDD 

容器に入れる。野菜炒めび乾燥し 
ている場合はバターかサラダ油を 
加える。加熱後、かさ混ぜる。 

X 

□ 

□ 

□ 


• □□□□□□□□凹の□□□問) 
容器に入れて煮汁をかける。 

X 

微 

容器に入れて煮汁をかける。 

煮魚は身び飛び散ることびあるの 
で、深めの皿を使い、おおいをする。 

• 

□ 

□ 

□ 

□ 

德 

♦ □□□凹 

重ならないように皿に並べ、水分を 
補ってか5加熱する。 

乾燥ぎみのとさはサッと水にくぐ 
らせる。 

X 

□ 

□ 

□ 

，も—— 

•DDDDDDDD 

えびやいか、丸ごとのマッシュルー 
ムび飛び散ることびある。（丸ごとの 
マッシュルームはあ5かじめ取り除 
さ、加熱後、加える。） 

仕上がり調節1やや強1に合わせる。 

参 


•DDDDDDDDDDD 

漆器やプラスチック製の容器は使え 
ない。陶磁器や耐熱性の容器を使う。 
仕上がり調節 \ pm \ に合わせる。 

X 


冷凍ご飯、冷凍お総菜の解凍あたためメニュー 

• 巧 □□の □ □ □ 2 □□凹 IDDDDDD ID □□□□凹•□□□□凹 100 D DDDDDDDD In n n 1700 W | 

• □□□□□□ !□□□□□□□□ ID AD D D D D □□□□□□□田 1 の 2 8 □□□□凹 

(分量 I 摊□□□と容器を合わせて I あたため I は 1,8 日日 g 、 昭議ま 1，20 Og までです。） □□□□□□□□□□□□□□□□□□□ X □□□□□□日 □□ □ 


DDDDDDDDDDDDD 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

ぶ ", St 

•DDDDDDDDD 

四角形に形作ったご飯を平皿にのせ 
る。2個な上のときは分量を同じに 
して中央をあける。 

•DDDDDDDDDDD 

ほぐして皿に入れる。 

加熱後かさ混ぜる。 

•DDDDDDDD 

皿に入れる。加熱後かさ混ぜる。 

参 

□ 

□ 

□ 

□ 

m 

• □□□□□凹 

皿にのせる。加熱後、裏返してし 
ばらくおく。 

参 

□ 

□ 

□ 

□ 


•DDDDDDDDDDDDDD 

皿に並べる。仕上がり調節1やや弱1 
か圏に合わせる。油び気になる 
とさは、加熱後、ペーパータオル 
にとる。 

X 


DDDDDDDDDDDDD 

□ □□ 

□ □□ 

□ 

□ 

□ 

□ 


• D DDDDDDDDDDD 

容器に入れる。 

加熱後、かさ混ぜる。 

参 

□ 

□ 

□ 

□ 

鱗. 

• □□□□□凹 

サッと水にくぐ5せて皿に並べる。 
加熱後すぐにラップをはずす。 

参 

□ 

□ 

□ 


• D DDDDDDDDD 

耐熱性の容器に入れ、おおいをする。 
ふたの代わりにラップをするとさ 
は、仕上がり調節1やや強か國に 
合わせ、ゆとりをもっておおう。 
加熱後かたまりをほぐし、かさ混ぜ 
る 0 

参 


W 

〇 

〇 

7 

n 

n 

nn-D 

□□ 

□□ 

□□ 

□ □ 

□ □ 

□ 8 

r 田 

1 D 

dd 

dd 

DD 

DD 


□ 

X 


□ 

□ 


DD 

DD 

• 

D 

D 


n 

n 

n 

h 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


□ 

□ 

□ 

参 

知 

で 

で 

□が 

Dm 

□ 2 ’ 

□ま 

日 ^ 

4 1-6 

日に 

1も 

Dm 

□ 8 ’ 

□ j76 


D 

D 

n 

n 

n 


D 

D 


D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 


1 

た 

た 

あ 


D 

dd 


□て 

瑞 

1 合 

日祐 

□親 

□と 

日錦 

□财 

D 旦ま 


□ □□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□□□□□□□□□ 



□ □ □ n I 田 □□□□□ 1|1口 □ □]メ ニューを手動調理するときの 


加熱時間一覧表 


□□□□□□□□□ 


• □□日日日日日日日日日日日日日日日日日日 X 日□日日日日日□回 


DDDDDDDDDDD 

•DDDDDDDDDDDDDDDDDDDDXDD DDDDDDDD 


-□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□- 
食品メーカーび指示するトレーや容器に入れて、テーブル 
プレートの中央に寄せて置さます。加熱時間はメーカーび 
設定している手動 I レンジ I 日日日 W 1 の時間を目安にして、様子 
を見なびら加熱し、加熱後すぐに裏返します。 （1 個己0旨 
下のものを1〜2個で加熱するとさは、記載時間より若 
干多めに加熱します。） 


Q ImLD IccD 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□回 

■まんじゆう•パン類や冷凍野菜は、オート調理ではあたため 5 れません。 

• □□日日日日日日日日日日日日日日日日日日 X 日日日日日日日 □□□ 


手動 I レンジ] 700 WI で加熱してくださし、。 


□ □□凹 

□ □□ 

□ □□ 

DDDDDDDDD 

Id D D 

700 D 1 

□ □ 

D D D D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

D D D D 

参 

l50gD IDD 

2DD 

2D30D 

□ □□□凹 

l50gD IDD 

DDDDDDDDDDD 

250gDlDDD 

3D20DD4D 

DDDDDDDD 

B 

B 

B 

B 

□ 

D D DDDDD 

参 

lOOgDlDDD 

2D30DD3D 

DDDDDDDDD 

X 

100gD2D4DD 

D ID 40D 

□ □□□凹 

150gD2DD 

2DD2D30D 

□ 

□ 

□ 

□ 

DDDDD 

参 

300gDlDDD 

3D 4D 

DDDDDDDD 

lOOgDlDDD 

D 2D lOD 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □□□□凹 

参 

200g 

□ lOD 13D D 

2D30DD3D 

□ 

□ 

□ 

□ □□日日日日□□日 

• 

200gDlDDD 

3D30DD4D 


DDDDD 

□ □□ 

□ □□ 

□ □ 

D D D D 

DDDDD 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

-み 

DDDDDDDD 

• 

SOgDDlDD 

30 D 40 D 

底の紙を取り、サッと水にくぐらせてからゆとり 
をもたせてラップで包み、皿にのせる。加熱しす 
ざると中の具び熱くなり、やけどの恐れびある。 

DDDDDDDDDD 

SOgDDlDD 

50 D D ID lOD 


DDDDD 

X 

100gD2DD 

20 D 30 D 

包装をはずして皿にのせる。 

加熱後、時間びたつと固くなるので、食 
ベる直前に加熱する。 

□ □ □ 

80gDlD2DD 

D 20 D 

□ 

□ 

□ 

□ 

參 

DDDDDDDDD 
□ □□□凹 

X 

lOOg 

ID D ID 20 D 

袋から出してヴッと水にくぐらせて 
皿に広げる。加熱後かさ混ぜる。少 
量 （1 日日 g 未満）をラップに包んで加 
熱すると、乂花(スパーク)び発生し 
て食品びこげたり、乾燥することび 
ある。に6ページ参照） 

DDDDDDDDDD 

200g 

D ID 50 D 

ジ 

□ □□□□凹 

参 

200g 

D 3 D 

□ □□□□凹 

BOOgaiDD 

5 D 6 D 

包装をはずしてサッと水にくぐらせ、ラ 
ップに包んで加熱する。 


DDDDD 

□ □□ 

□ □□ 

DDDDDDDDD 

Id D D 

700D 1 

□ □ 

DDDD 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □ 

X 

150g □刚 

D ID 

D D D D 

ISOgDlDD 

DDDDDDDDD 

250gD IDDD 

D ID 40D 

DDDDDDDDDDD 

D 2D 30D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □□ 

• 

lOOgD IDDD 

D ID 

DDDDDDDDD 

X 

DDDD 

150gD5DD 

D ID 40D 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □□□□凹 

X 

100gD2D4DD 

40D50D 

DDDD 

150gD2DD 

50D DID 

□ 

□ 

□ 

□ 

□ □□□□凹 

X 

200gD IDDD 

D ID 40D 

□ □□□凹 

300gD IDDD 

D 2D 30D 

□ 

□ 

□ 

□ □□□凹 

X 

200gD IDDD 

1D40DD2D 

□ □ 

参 

lOOgD IDDD 

□ 50D 

□ 

□ 

□ 

□ 

DDDDD 

X 

200g 

: lOD 13D D 

DID lOD 

□ 

□ 

□ 

DDDDDDDD 

参 

200gDlDDD 

D ID 40D 

□ □ □ 

□ □□□□凹 

X 

ISODlg IDDD 

1D10DD1D40D 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□□□□□□□□□□□口 













































































































































































オート調理 


〇 をモ甄 夺-を1度巧ず 


表示窓に「2」び表示されます。 
■スタートのランプび点滅します。 


0 


スタート夺一を巧ず 


庫内巧び点巧し、加熱び始まります。 
■途中から残り時間を表示します。 


>途中で変わる 



• ※てーブルプレートび加熱室底面にセット 

食品を入れる されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「しふ？」び表示され、加熱できません。 （牛乳の場合) 



^ 終了音が鳴った!5食品 
' を取0出ず 


庫内なび消灯し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 



を牛乳 1 のコツ . 

1回の分量は 

1杯に日日 mL ) から4杯までです。1杯び X 量下の時は 
手動 I レンジ1700 WI か手動に三で加熱します。 

(28 ぺージ参照 ) （ImL 二 Icc ) 

容器は 

広□で背の低いマグカップを使います。 

牛乳は冷蔵室か5出したてのものを使います 

冷蔵室から出してしばらくおいたものを加熱するときは國 
で加熱します。 

牛乳は容器の7〜8分目まで入れまず 

容器に対して少量量(下)しか入れないと、 

加熱室から取り出した後でも、突然沸とうして 
飛び散り、やけどすることびあります。 



牛乳びんでの加熱はでさません。 

仕上がりがめるかったときは 

手動 I レンジ|7日日 で様子を見なびら、さらに加熱します。 

12牛乳 I で追加加熱すると、熱くなりすぎます。 

並べかたは 

2個!;^上の場合は、テーブルプレートの中央に寄せて置さま 
す。 






2牛乳 


牛现をキーを巧ずだけで、獻みごろの湿度じあたためまず。 


2牛乳 の使いかた 


J 

弱才- 

卜 

レン f 

ゾ 












i ォ- 

\ 

，王 

-卜 し 一 

ム 

广 

L 

い、 

J 

一 

、 

、 

1 



□□ 


才—卜調理 
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〇 


3かんたん総菜 夺一を 


1度巧ず 


表示窓に「3」び表示されます。 
■スタートのランプび点滅します。 


オート調理 



身减こある食がを使ったお総熱乍りや生地から作る獻むも、 
ふっくらおいしく化±げまず。 


3DDDDDD 


3かんたん総菜 の使いかた 


DDDDDDDD 

□□□□□□□ 


0 スタート夺一を巧ず 


庫内丹び点なして加熱び始まります。 



r 途中で変わる 


強 レンジ 

•i U cn 

i ォ-卜雕分 JIU ぉ 


イ;/ 終了音が鳴った5食品 
を取り出す 


庫内巧び消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


3かんたん総菜のコツ 


分量は 

一度に作れる分量は表示の分量です。 

(この分量1^>(外の才ート調理はできません。） 

容器はお手持ちの深皿で 

陶磁器や耐熱性のガラス容器で、直径 23 cm くらいで約 
500 g くらいの深めの皿を使います。 

"点心'を作るときは 

深めの皿にお湯 (30 mL ) を張り、スチー厶プレートをのせ、 
貨品を並べで軽くラップをしで加熱します。 




お湯 (30mL) を張る 


スチームプレート 
をのせる 


食品を並べで 
ラップをする 


"お総菜"を作るときは 

深めの皿に貨品をのせ、軽くラップをしで加熱します。 

"点心は加熱前にたっぷり水分を 

加熱前に水につけたり、露をふいたりしで水分をたっぷり 
かけでから加熱します。 

テーブルプレートの中<こ、に置いて加熱しまず 

加熱がたりないときは 

手動 I レンジに 00 WI で追加加熱をします。 

加熱後あたたかいうちに食べる 

手作り"点/じ n まあたたかいラちに貨べきることびおいしい 
貨べかたです。 


19 




食品を入れる 


※てーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「 [ Gi ? 」び表示され、加熱でさません。 



(蒸し.子の場合） 
(66 ぺージ参照） 


才 

I 

卜 

調 

理 


nj 


強•中•弱 


□□□□□□□ 









































































































オート調理 



PAM 解凍 


パリツとあたため 


14 さしみ S 解凍 1 16 ;を蔵7ぶ凍 1 8かんたんピザ 
9スポンジトキ/チ-か-キ10かんたんパン/めろんパン11グラタン/ドリア 


生で冷凍した魚や肉の鮮度やうまみをほとんど損なわずじ、スピーデイーに胃します。 


PAM 解凍4さしみ已解凍 の使いかた 



(D ) 甲 AMD □ 114日□日 IDDD 

食品を入れる 



※てーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「[|ふ？」び表示され、加熱でさません。 



ほぐろのさしみの場合） 


〇 


オー トメ ニュー 夺 一を 
巧ず 


表:^窓の番号を才ートメニユーの番 
号に合わせる。 

■スタートのランプび点滅します。 


•占 

弱才ート 


レンジ 


4は、さしみとして使う冷凍食品を、解凍するとき使います。 
己は、解藻後、すぐ調理する冷藻食品のとさ使います。 


0 


スタート夺一を巧す 


庫内巧び点巧し、加熱び始まります。 



途中で変わる 


バー 終了音が鳴った!5食品 庫内口び消口し、表示び「日」になり、 

八 ホず 加熱び終0ます。 


PAM 解浦 のコッ . 

加熱室は冷ましてか5使ってください。 

区互亞、屋兰醒量の使用後は加熱室やテーブルプレートび熱くなっています。発泡スチ□ールのトレーび溶けたり、 
加熱しすざることびあります。充分冷ましてから使ってください。 

発泡スチ□ールのトレーは、生ものの解凍外には絶対に使用しないでください。 


0 



□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□ 
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PAM 解;東4さしみ5 解凍の 上手な使いかた 


♦冷凍室で冷凍された肉や魚を解凍します。 

•-度に解凍できる分量は、100〜1，00 Og です。 

分量び多すざると"ピッピッピッ"となり、表示窓に「[ G 3」 

び表示され、解凍されません。 

•冷凍室か5出したばかりのコチコチに凍ったらの 
を使います。 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
ラップなどの包装をはずし、テーブルプレートの中央に 
のせて解凍します。グラム-ポジションシステムび働き 
ます。陶磁器や耐熱性の皿などは使わないでください。 
トレーびない場合は、テーブルプレートに才ーブンシー 
卜かペーパータオルを敷いて解凍します。 

♦冷凍保を温度は一18でを基準にしていまず。 

一20む1；^下の;令凍食品をオート調理すると、解凍不足に 
なることびあります。手動に □ □ 占00 Wl で様子を見なび 
ら、さらに解凍してください。 


•目 さしみ115解凍 を使い分け 


さしみとして解凍する場合は iPAMn ni^nnnl にします。 
肉や魚を解凍後、すぐ調理する場合は iPAMnn Ii5n n1 に 
します。 

•□□□□□□□□□□□□□□□凹 
手動 innn 1200购 こして200旨で4〜已分を目安に、様 
子を見なびら解凍します。解凍からあたためまで加熱す 


る時は 解凍あたため で加熱します。冷凍野菜は17ぺ- 


>分量が1 OOg 未満のときは手動 iU ンジ iloowl で 
様子を見なが5解凍します。 に8 44ぺージ参照） 


ジを参照します。 

•nnnnnnnnnn 

形、厚みび均一でないちのは、細いところや薄いところ 
に巻さます。大さなかたまりにはまわり（側面)に巻さます。 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □(□□□□の □□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
DDDDDDDDDDDDDD 

•解凍が足りなかったときは、手動 I レンジ1100 W 1 で 
様子を見なが5さ5に解凍します。 

•とけかけている食品やノ（ラバラになつて凍って 
し、るものは、手動 I レンジ110 CM 1 か手動 の刃励 gwi 
で途中様子を見なが5解凍します。 


PAM 解凍4 さしみの〕 ツ 


PAM 解凍已 解凍の〕 ツ 


まぐろ、いか、えび（さしみ用）を解凍後、そ 
のまま生で食べるときに使います。 


肉や魚を解凍後、すぐ調理するときに使いまず。 




均一な厚さのちの 


食品の中/こ\び、少し凍って 
いる状態に仕上びりますの 
で、サクサクと包 T で切り 
やすく、食卓に出すとき食 
ベごろになります。 



薄く平たくしたちの 




丸まった方を下にする 


アルミホイルを使って 


薄切り肉は、解凍後両手で 
大きくしならせます。 

ひさ肉やかたまり肉は仕上 
びり調節度を園に合わせ 
て解凍します。 

頭や尾の部分は、先に加熱 
されやすいのでアル S ホイ 
ルをピッタ U と巻いて解凍 
すると、変色や煮えび防げ 
ます。 


•□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 
• □□□□□□□□□□□□□□□ 30 5□□□□□□□□□□□□□□凹 


上手な冷凍保存（フリージング)のコツ 

★材料は新鮮なものを 

1回分ずつ （2 日日〜3日日旨）に分け、1〜 3 cm の厚さで、極端に薄くならないように平らな形にまとめます。 

★ラップなどでピッタリ密封しまず。 

女魚の下ごし5えは 

魚はうろこやえら、内臓を取り、塩水で洗って水気をふさ取り、一尾ずつ冷凍します。 

★バランなどの飾りや敷きものは取り除きまず。 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


P A ^ 
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(D )□□□□□□□□□□□□ 

食品を入れる 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「 [ Gi ? 」び表示され、加熱でさません。 



所レド八ン;く-グの場合） 
(日8ページ参照） 


〇 


オー トメ ニュー 夺 一を 
巧ず 


表示窓の番号をオートメこユーの番号 
に合わせます。 

■スタートのランプび点滅します。 



0 


スタート夺一を巧す 



庫内巧び点巧し、加熱び始まります 


途中で変わる 


強 ヴリル 

•か 

弱オート U 分> J 秒 


ンリル 

ELHS, 


ィ 終了音が鳴った5食品 
を取0出す 


庫内巧び消巧し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 



パリツとあたため|16冷蔵い 7 冷凍]のコツ 


分量は 

1人分(約1日日 g ) 〜6人分までです。（この分量政外のオート 
調理はでさません） 

焼網をテーブルプレートにセツトして使う 

焼網は、テーブルプレート四隅凸部の内側にセツトします。 

(23 ページ参照） 

グラム-ポジションシステムが働きまずので陶磁器 
や耐熱性の皿は使わないでください。 

食品を取り出ずときは 

厚手の乾いたふさんやお手持ちのオーブン用手袋を使って、 
食品をのせたまま焼網を取り出すか、菜ばしを使って食品を 
直接取り出します。 


食品の種類によつて夺一を使います。 

16冷贏] は、常温や冷蔵保存の調理済み食品やチルド食品 
を加熱します。 区室 量は、 調理済み冷凍食品を加熱します。 

加熱ずる食品は 

チルド食品や調理済み冷凍食品の八ンノ（ーグや焼さおにぎ 
りなどの焼きもの、揚げもの、フライを加熱します。中は 
レンジですばやく加熱し、表面はグリルでこんびりと焼さ 
たてに仕上げます。ルさくて焼網にのせにくいものは角皿 
に直接、またはオーブンシートを敷いた上に並べ、 中段に 
入れ、手動 を三ブ习 （2 度押し） 居 にして ^乳到 キ 
一を押し、1段にして様子を見なびら加熱します。 

テーブルプレートにアルミホイルは絶対に敷かな 

いでください。 （火花(スパーク）の原因） 


オート調理 



PAM 解凍 


パリツとあたため 


向さしみ S 解凍 1 「6 ぶ蔵 7 ぶ凍 1 8 かんたんピザ 
9 スポンジトキ/チ-か-キ 10 かんたんパン/ゆろんパン 11 グラタン/ドリア 


市販のチルドな赢 • 冷凍のお緣菜を、付属の焼網にのせて中は「しっとり」表面は「こんがり」焼き上げます。 


パリツとあたため 6} 令蔵7 冷凍の 使いかた 


DDDDD 




fe ) 切©煩 >>) 


01段02段 


2度巧しはお凍あたため 


化上がり/温度、^ 

V の 


努こため 


- t ) とりけし ） J 



□ □□□□□□ 


才—卜調理 
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0 


スタート夺一を巧ず 



庫内巧び点なし、加熱び始ま 
0ます。 



途中で変わる 


強 グリル 

•中に广… 

ii 才ート I JI 分 UUf か 



(D ) |11 グラタン/ドリア I d □□ 

食品を入れる 



※了ーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「[ G •三」び表示され、加熱でさません。 



(グラタン ( D 場合） 
(目日ページ参照） 


〇 


オートメニュー夺一■を 

巧ず 


表 7 J \ 窓の番号を才ートメニューの番 
号に合わせる。 


強 

•か 

弱才-卜 j 


ヴリルレンジ 



PAM 解凍 


パリツとあたため 


间さしみ 5 解凍 I 巧ち蔵 7 ぶ凍 I 8 かんたんピザ 
9 スポンジトキ/チ-か-キ 10 かんたんパン/めろんパン 11 グラタン/ドリア 


グラ么- ポジション システ么で盧淺 J 氣 m みら別 CW のスホンジケーキの犬き 
さを見かけて上手に焼きます。 

手作 りグラタンるキーを獲んでスタートキー を巧ずだけのかんたん操作で、 
しかもレンジ加熱とグリル加熱で焼き上げ時聞が短縮されます。 


8 n n n n n n 

9 DDDDDDD / 

DDDDDD 

10 □□日日 □□/ 
DDDDD 

iinnnn/nnn 



の使いかた 


DDDDDD 
□ □□ 


DDDDDD 
□ □□ 


8かんたんピザ 


11グラタン/ドリア 


ん 


終了音が鳴った5食品 
を取り出す 


庫内巧び消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 



8かんたんピザ 


1グラタン/ドリアのコツ 


をかんたんピザ I n □□□ 62 □□□□□□□□凹 


をスポンジケーキ/チーズクーキ に □□□ 68日690 □□□□□□□□ □ 


^0 かんたんパン/めろんパン 1 。 n D D 77 D 79 D D D D D D D D D D 


『 I グラタン/ドリア DDD 60 DDDDDDDDDD 

焼網を テーブルプレー トにセットずるとさは 

テーブルプレート四隅凸部の内側にセットします。焼網び、加熱室奥 
面と接触すると、スパーク（乂花)び発生して巧菌脱臭コートび損傷し 
ます。 
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才-卜調理 


5 に 


□□□□□□□ 


才—卜調理 































































































































































レンジオーブン 


庫内丹び点丹し、加熱び始まります。 


>途中で変わる 


0 スタート夺一を巧す 


強 レンジオーブン 

•L- 卜孤 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「しふ？」び表示され、加熱でさません。 


(茶わん蒸しの場合） 
(已3ページ参照） 


〇 


オー トメ ニュー 夺 一を 
巧ず 


表示窓の番号をオートメニューの番 
号に合わせる。 

■スタートのランプび点滅します。 



オート調理 



12茶わん薰し/か田きき薰し13揚げもの:から揚げ/ヒレカツ14焼きもの:スペアリブ/つけ焼き 
15がゆもの:焼そば/八ま葉16葉•果菓17根 窠 


茶わん蒸し； 1個から6個までオート調理できまず。 


12茶わん蒸し/小田卷き蒸し の使いかた 


イ^ 終了音が鳴った5食品 
グ を取り出ず 


庫内巧び消巧し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 



12茶わん蒸し/ル田卷蒸しのコツ 


分量は 

1〜6個まで作れます。 

容器は 

直径び 8 cm くらいのふたつきのちので、ふたを 
含めた重量び約200旨前後のものび適していま 
す。 


卵液の温度は20〜2己でにずる 


おいときは、仕上がり調節を 巧^や強 I カイ 
いときはをを蟲か眉罰にします。 


し、巧 


卵液と具を合わせて茶わん蒸し容器の7分 

24 目位く 5いの高さが目ちでず。 


容器の置さかたは 

テーブルプレート中央円の周囲に等間隔に離しで並べます。 


◎ 


加熱室は冷ましてか5 

r オーブン I り'リル1厭臭1 使用後で加熱室び熱いと上手に仕上がりませ 
ん。 

取り出ずときは注意ずる 

容器び熱くなっですベりやすくなっでいます。お手持ちのオーブン用 
手袋や乾いたふきんなどを用し、で気をつけで出しでください。 

加熱が足りなかったとさは 

手動心ンジ ilOOWI で、様寺を見なびら加熱します。 



1C 

II 

卜 

- 

才 

強•中•弱 


数秒後に 

変わる 


を、、 

号 

、を 

強•宁弱 


な 

心 JJ 

C •分 

強•中•弱 

■ 


□□□□□□□ 


才—卜調理 


庫内巧び点なして加熱び始まります。 


強 、 才 一: 

•中 〇 n 

弱ォ-卜 • 三 t し一尊 



r 途中で変わる 


強 ヴリル 

_ _ _ 

弱才ート > 分」! j 秒 


ソリノレ 

••《分!:パぉ 


0 スタート夺一を巧ず 



オート調理 


揚げものは天かずや煎りパン粉を使 I い油をお さえて 、焼をものはな赢 
の余分な油を落とし、炒めものは細をほとんど使わずに寫火カレンジ 
でカロリーを おさえた ヘルシーメニューが 作れます。 


に茶わん蒸し/か田きき蒸し13揚げもの:から揚げ化レカツ14焼きもの:スペアリブ/つけ焼き 
巧妙めもの:焼そば/八宝菜16葉•果窠17根 棄 


13 揚げちの 14 焼さちの 15 炒めちの 


13揚げもの〜巧妙めもの の使いかた 




DDDDDD DDDDDD 

□□□ □□□ 


イ^ 終了音び鳴った5食品 
を取り出す 


庫内巧び消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 



13揚げもの141焼きもの1已げめもののコツ 


岡けをの i n □□□55□□□□□□□□凹 
114 焼さちの I n □□□5 6□□□□□□□□凹 


正5 炒めちの |口 □ □□57日 □□□□□□□□□ 


A 江思 


15妙、めもの のときは少量の食品を加熱 


しない。 

少量（表示の分量の;^量な下)で加熱すると食品 
びこげたりすることびあります。 


の） 113揚げらの I □ □ □ 

食品を入れる 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「 [ G で」び表示され、加熱でさません。 



ヒレカツの場合 
(已己ページ参照） 


〇 


オー トメ ニュー 夺 一を 
巧ず 


表 7 J \ 窓の番号を才ートメニユーの番 
号に合わせる。 

■スタートのランプび点滅します。 


強 グリル 

才ーブン 

-中 1 J 

弱トトし • 




才 

I 

卜 

調 

理 


数秒後に 
変わる 


□ □□□□□□ 
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少量で加熱ずるときは 

分量び1日日呂未満のときはオート調理で 
さません。手動 I レンジ1505 W 1 で様子を 
見なびら加熱します。 （28 ページ参照） 
特に、小さく切ったにんじんなど野菜び 
少量 (1 日日 g 未満)のとさ乾燥したり、乂 
花(スパーク)び出てこげたりすることび 
あります。水を多めに而りかけてラップ 
で包むか、皿などに広げ浸るくらいの水 
を入れてラップでおおい、同様に加熱し 
ます。 


仕上がり調節夺一は 

やわ5かめにしたい場合は [ WU か間、 
固めにしたい場合にはか眉罰にし 
ます。また、野菜の種類や分量、形状 
によっても使い分けます。 （44 ぺージ参照） 
* 葉.果花菜、根菜の種類と区分けは 
44ページの加熱時間一覧表を参照し 
ます。冷凍した野菜は17ページを参 


照し、手動 
ます。 


レンジ 17 日日 W | で加熱し 
奥 


* ラップに包んだじやびい 
ち6個を加熱するとさは 
図のように置いて加熱 
します。 



す前 


1回の分量は 

[ T ち羣 •果菜に 加熱する葉菜•果菜•花菜 
類は1日日〜日日日 g 、 [ mi で加熱する根 
菜類は1日日〜1日日日 g です。 

分量び1日日呂未満のときは、オート調理 
はでさません。手動調理で加熱時間を 
設定して様子を見なびら加熱します。 
(28 • 44ぺージ参照） 

ラップで包みテ-スレプレ-卜の中央に直接にのせて 

116葉•果菜 I [ mi はラップですき間 
のないようにピッタリと包み、直接テ 
ーブルプレートの中央にのせて加熱し 
ます。丸のままのじやびいもなど複数 
個を加熱するとさはまとめてラップに 
包んで加熱します。 


イ;/ 終了音が鳴った5食品 
を取り出す 


庫内巧び消巧し、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


1巨裏•果菜17根菜のコツ 


オー ト調理 



に茶わん薰し/か田きき薰し13揚げもの:から揚げ化レカツ14焼きもの:スペアリブ/つけ焼き 
巧がめもの:焼そば/八ま案16葉•果菓17根 窠 


お湯を使わないので、熱に弱く、水にとけやすいビタミン類の損失が少なくてすみ、をあざやかじ f ± 上がりまず。 


16莫•果菜17根 案の 使いかた 



(□ ) |16 DDDD I DDD 

食品を入れる 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「し或？」び表示され、加熱でさません。 


(ほうれん草の場合） 


〇 


オー トメ ニュー 夺 一を 
巧ず 


表:^窓の番号を才ートメこューの番 
号に合わせる。 

■スタートのランプび点滅します。 


•i 1〔 

i 才-卜尊 U 


レンジ 


0 


スタート夺一を巧す 


庫内巧び点巧して加熱び始まります。 


I レンジ 


-i r 1 

完ォ-卜雕 a し ji 


勺い 

r 途中で変わる 




□□□□□□□ 


才—卜調理 


□□□□□□□ 
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才ート調 S のお願い才ートメニューと表示 


調理ずる分量や材料は 

ククレツトガイドを参照し、材料や分量を守ってく 
ださい。適量でないと上手に仕上びらないことび 
あ0ます。 

ククレツトガイドに記載しているメこユーのなか 
で□□日とは、一度に作れる分量の目安です。 


使用する付属品や容器は た-..、\ 

使用する付属品や容器び違ラと上手 ‘1い.. I 

に仕上びらないことびあります。 rv X/yy 

ククレットガイドを参照してくださ 病、. 
い。また、グラム.ポジションシス し'一於 
テムび働さます。分量に合った大ささの容器を使 
つて < ださい。 


オート調理で作れるものは 

ククレツトガイドに記載してある 
料理!;^外は、オート調理で上手に 
仕上びらないことびあります。 
手動調理で様子を見なびら加熱し 
て < ださい。 



加熱中にドアを開けると 

上手に仕上びらないことびあります。ただしオー 
ブン料理で焼さむらび気になるとさは、焼さ時間 
の^〜^び経過してからドァを開ぃて、食品を入 
れ替えてください。 


オート調理できる分量は 

ククレツトガイドに表示している分量です。食品 
の重量び1日日 g 未満の分量はオート調理でさませ 
ん。手動調理で加熱時間を設定して様子を見なび 
ら加熱してください。 

(28 ページ参照） 


追加加熱は手動調理で 

オート調理で追加加熱する 
と、加熱しすざになります。 
手動調理で様子を見なびら 
加熱してください。 



r あたため I 夺一は、ドア 
を閉めてか5約10分於 
巧に巧ず 

約1日分を越えるとスタート 
しません。ドアを開閉して、 
キーを押して < ださい。 



DDDDDDD 


1 □ □ □ 


2 D □ 


3□□ 日 □□□ 


P A M □ □ 


4 □ □ □ 


P A M □ □ 


5 □ 


□ 


DDDDDDDD 


6 □ 


□ 


DDDDDDDD 


□ □ 


8 □□日 □□□ 


9 »r 


1? □□目 □□□□□□□ 


。□/□□□□□口 


12 DDDDD 

/□□□□□□ 


13 D D D D 


14 D D D D 


15 D D D D 


16D D D D 


17D □ 


□ □□□凹 


•串 ご 


■ふ 

弱才ート 


•ふ 

弱才ート 


11才-卜 


グ^ルレンジ 


n 


弱すート 


ブリル 

Z ! 


•ふ 


•も 

弓•け—卜 


n 


DDDD 


才ーブン 


才ーブン 


才ーブン 


レンジ/ 

レオ-ブン J 


才-ブグ 
/グリル 


'ンジ 


<ンジ 


DDDDDDD 


(テーブルプレートの 
中央に容器を置きま 
す。） 


〇 


乂ナーム•/レート 

深めの皿にのせで使います。 


(テーブルプレートの 
中央に発泡トレーに 
のせで置さます。） 


〇 


(焼網） 


〇 


(角皿1枚） 

ご 

r ^\ 


(焼網） 


(角皿1枚） 



(テーブルプレートの中 
央に容器を置きます。) 


(焼網） 

瞧 


〇 


I 〇\ 

(テ—ブルプレートの 
中央に置ぎます。） 


DDDDDDD 


才—卜調理 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□口 


27 






















































































































































































































































































































































































(D )□□□□□□□□□□□ 

食品を入れる 



※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「[ G ,?」 び表示され、加熱でさません。 



(お総菜のあたための場合） 



加熱時間の決めかた 


□ □ □ 

□ □ 

□ □□□凹 

D D D D 

野菜類 

葉-果菜類 

1 分〜 1 分 30 秒 

己日秒〜 1 分 

根菜類 

1 分 30 秒〜 1 分日 0 秒 

己日秒〜 1 分 

魚介類 

1 分 30 秒〜 1 分日日秒 

己日秒〜 1 分 

肉 類 

1 分已〇秒〜 2 分 2 日秒 

1 分〜 1 分 20 秒 

ご飯類 


3 日秒〜日 0 秒 

めん類 


己日秒〜 1 分 

汁もの(みそ汁•スープなど) 


1 分 10 秒〜 1 分 30 秒 

飲みわの（酒-牛乳など） 


3 日秒〜日 0 秒 

パン-まんじゆう 


2 日秒〜 4 日秒 

ケーキ 

己日秒〜 1 分 



※手動万ンジ I ち OOWI で加熱する場合は約 （標準温度 2 〇でのとさ) 

1.2 倍の加熱時間にします。 



•DDDDDDDDDDDDD 

分量び倍になれば時間わ倍、半分になれば 
時間も半分になります。 

•DDDDDDDDDDDDDDDDD 

同じ食品でわ、冷蔵室や冷凍室から出して 
使う場合は、加熱時間びかかります。 

標準温度にび C のとき）に対して、冷蔵 
は 1.3 倍、冷凍は 2.3 倍び目安です。 

また夏と冬で多少加熱時間び違います。 

•DDDDDDDDDDDDD 

容器の材質や大ささ、形状によっても加 
熱時間は多少違ってさます。 

• DDDDJDiqOgDDDDDDDDDD 

手動向 □ □ ]500 W ] で加熱時間を 2 □〜己0 
秒に設定し、様子を見なびら加熱します。 


レンジ 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

D D 

• 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 

D 


D 

D 

D 

D 

D 

D 

〇 

〇 

I —I 

D 

D 




ム 

A 

丄 

4 

■ 

一 

来 


□□□□□□□ 
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0 1□□□ に oon 
厅 nnTioon 


または 

にセツトずる 



向 □ □ … □ D D D D 
5 □ □ l 200 W| D □ □ 

目 □ d ] ioow | dDDDD 


2 .DDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 


I スター トランプび点滅します。 


レンジ 

•近 


0 


スタート夺一を 
巧ず 


— レンジ 


レンジ 

: 〇 分 ULb 

途 

中 

で 

: •近 


変 

わ 

る 

庫内なび点灯し、加熱び始まります。 


心 終了音が鳴った!5食品 
を取0出ず 


庫内巧び消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 



レンジ 

700 W 

レンジ 

500 W 


と 


レンジ 

200 W 

レンジ 

100 W 


のリレー加熱 


煮をみやご飯を手動調理ずるときじ使う加熱方法でず 。 取ンジ I 死 I レンジ I 廓0が でひと煮 
ぶろさせ、[レンジ]巧またな巳ンジ] MW ] でゆっぐり じっくり JM 


:しまず。 


颗曲 : 


苗)送)避) I 妙炒妙 U © 闲趨^な商 


〇1段02段 


2度巧しは稱凍あたため 


仕上びり/温度、 

VI A> 


かか 



我ため 


とり I う 


※了ーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「〔 Gifi 」び表示され、加熱でさません。 



(ご飯の場合） 
(已 4 ぺージ参照） 


〇 


IdddI 

700 D 

Iddd 

1500 引 


または 

にセツトずる 


《 aiMMJ または 向 □□Tioopi にセツ 
卜したときは、 @ の [1^ キーは受け 
つけません。 


向 □ □ 1 日 □ D D D D 

日口 DlyoowlD □ □ 

り □ □ 西 0 W ] □回 


レンジ 

n HIT 

I LIU 


2 .DDDDDDDDD 

DDDDDDDDDD 


I スター トランプび点滅します。 


レンジ 

IzLIJiL 


□□□□□□□ 


手動調理 


□□□□□□□□□ 
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オーフミ) 


熱風ヒーターで、食晶を包みなむようにして焼きまず。 
オーブン温度は、発酵35〜45む (5 む間隔） • 100〜210む 
(10 む閒願） • 250むまでセットできます。 


□ □ 


□ □ 


□ □ □ 


オーブン（予熱あり）の使いかた 



DDDDDDDDD 




(D )□□□□□□□ □□□ 



予熱をする 


※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「し或？」び表示され、加熱でさません。 


〇 



■2 段のランプび点なします。 


才ーブン1夺一を1度巧し 
牙^ブ到(予熱あり）にする 


〇1段 >2 段 
〇 



4数秒後に変わる 


予熱 

才ーブン 

n 


しもか 


角皿1段の場含は り段/2閱 
夺一を巧し1段に台わせる 


■1 段のランプび点なします。 

♦1 段02段 

〇 


0 

温度調節夺一で温度を含わ 
せる 


■加熱室び熱い場合の最大設定温度は 
21日むです。 

■数秒後に時間合わせ表示になります。 

温度表示中でも時間合わせでさます。 
※予熱時間は自動的に決まります。 


予熱 

才ーブン 

設定1 

：1广ので 

£ 

.UU 


4数秒後に変わる 


予熱 

才ーブン 

n 


し•秒 


0 

タイマーセット夺一を J 甲し 
時間を台わせる 


■スタートのランプび点滅します。 
※時間は調理時間です。 



30 


の 


スタート夺一を巧ず 


庫内巧び点巧し、予熱び始まります。 
■加熱室の温度を1〇〇むから表示しま 
す。 



ん 

予熱終了音が鳴り予熱が終る 


■セットした温度になるか、25分経過 
すると予熱び終ります。 


才ーブン 


孤 



予熱び終った5すぐに食品 
を入れる 


■予熱び終ってそのままにしておくと、 
2分間予熱を継続した後、セットし 
た時間を加熱します。 


リ^^^^^^^^^^^^^^^ 


(シューク U —ムの場合） 
(73 ぺージ参照） 


0 


スタート夺一を J 甲ず 


庫内灯び点なして加熱び始まります。 



ん 


終了音が鳴った!5食品を取 
0出ず 


庫内巧び消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


250 。巧 DDDDDD 5 DDDDDDDDDDDD 210 。の □□□□□□□□ 


追加加熱などで予熱が不要なとさ 

(予熱なし)の使いかた (32 ページ)の方法で行います。 

食品の焼き色を調節するため、加熱途中で温度と加熱時間を変えることができます。 

■加熱中に居兰^を押すと、セツトした温度び表示されます。温度調節キーを押して温度を変えることびでさ 
ます。約2秒後に時間表示に戻ります。 

■ |才~ブン I 加熱中に、加熱時間を変えるとさは、温度調節キー (tr りを押すと、1分単位で増減でさます。 

(予熱中は、加熱時間を変更でさません。変更する場合は予熱び終わってから加熱時間を変更します。） 

但し、最大加熱時間 (90 分)を設定した場合、加熱時間を追加することはでさません。また、残時間表示び1分未満と 
なった場合は加熱時間を減らすことはでさません。 


角皿1段/2段夺一は、オーブンの乂力を調節します。 


を段1は強火に、 II 勘は弱火に調節できます。通常は2段調理のときは居齒にセットし、1段調理は II 段1にセットしますび、 
高乂力でしっかり焼き上げたいメこューは、角皿1枚でも長闇にセットして焼きます。 


□□□□□□□ 


手動調理 






































































































□ □ □ 


オーブン（予熱なし）の使いかた 



DDDDDDDDD 



食品を入れる 

■食品をのせた角皿を 
皿受棚に入れます。 


※了ーブルプレートび加熱室底 
面にセツトされていることを確 
認します。 


\ 


(めろんパンの場合） 
(79 ページ参照） 


〇 媛) 


オーブン夺一を2度巧し 


オーブン（予熱なし）に 


する 


■2 段のランプび点丹します。 


〇 


設定 


才-一 

SC 


数秒後に変わる 


II 


角皿1段の場含は り段/2閱 
夺一を巧し1段に合わせる 


II 段のランプび点丹します。 


>1 段02段 

〇 


0 


ぃ±上びり/温度^ 

し V I A ゾ 


温度調節夺一で温度を 


台わせる 


婚)避) 

タイ7—セツト夺一を 
巧し時間を台わせる 


■加熱室び熱い場合の最大設定温度 
は21日むです。 

■数秒後に時間合わせ表示になりま 
す。温度表示中でち時間合わせで 
さます。 

※予熱時間は自動的に決まります。 


■スタートのランプび点滅します。 


設定 


す-一 

SO 


• 数秒後に変わる 


オーブン 

n 

U; み 


/ J — 一 

が 


〇 


友たため 
スタート 


スタート夺一を 巧ず 


庫内巧び点巧して加熱び始まります。 


-一 

於 


終了音が鳴った5食品を 
取り出ず 


庫内巧び消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 


0 


■乂 ■ 250。の DDDDDD 5 DDDDDDDDDDDD 210。の □□□□□□□□ 

□ lin / 2n In □□□□□□□ 3 i □□□□□□□□凹 


食品の焼き色を調節ずるため、加熱途中で温度と加熱時間を変えることができまず。 

■加熱中に I オーブン I を押すと、セツトした温度び表示されます。温度調節キー ( fg ) を押して温度を変えることび 
でさます。約2秒後に時間表示に戻ります。 

■ |才~ブン I 加熱中に、加熱時間を変えるとさは、温度調節キーを押すと、1分単位で増減でさます。 

但し、最大加熱時間 (90 分)を設定した場合、加熱時間を追加することはでさません。また、残時間表示び1分未満と 
なった場合は加熱時間を減らすことはでさません。 


□□□□□□□ 


手動調理 


推 


グリルの使いかた 



文。^ (0 し。巧 >) 


ち皿 
01段02段 


2度巧しはがまあたため 


は上びり/温度、 

VI Ay 


あたため 
スタト 


) とりけし) 


こ I 翊巧理リ J レ^ 


食歳の上から加熱しますので、表面じこげめがつき香ばしさが 
フラ スタれ走ず 

さばの mt きなど、こげめが欲しい料理に使いまず。 




乂 • nnn nnnnnnnn 4 onnnn 4 onnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnnn 

食品の焼き色を調節ずるため、加熱途中で加熱時間を変えることができまず。 

■ 巧リル 1 加熱中に、加熱時間を変えるとさは、温度調節キーを押すと、1分単位で増減でさます。 

但し、最大加熱時間 (40 分)を設定した場合、加熱時間を追加することはできません。また、残時間表示び1分未満と 
なった場合は加熱時間を減らすことはでさません。 


巧リル1 の上手な使いかた . 

角皿と焼網を使い分けて 

魚は角皿にアルミホイルまたはオーブンシートを敷いて並 
ベ、 上段に 入れて焼さます。肉類は焼網に並べ、角皿にの 
せて 下段に 入れます。 

魚を焼くときは片面グリルと両面グリルを使い分けて 

あじの塩焼さや結の切身は、片面を焼いでから裏返しで、 
さらに焼さます。干ちのやさばなどのよラに半身にしであ 
る魚は、皮側を上にしで焼き、裏返しはしません。 


裏返すタイミングは 

鮮などの切身は調理時間の;^〜％^で。あじなどの丸身の魚 
liX - X で裏返しで、さらに焼きます。 

並べかたは 

半身やの身の魚はタテに並べます。 かますなどの丸身の魚は 

斜めに並べます。 




食品を入れる 


※てーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セットされていない場合、表示窓に 
「し攻？」び表示され、加熱でさません。 


£ 〇 ^ 


(さばの塩焼さの場合) 
(已1ページ参照） 


□□□□□□□ 


D 

DD 


DD 


□ 

□ 


DD 

DD 

DD 

DD 

DD 

DD 


D 

D 


手動調理 


33 























































































































































レンジ 

in nn 

MJ 分 uu が 


発酵 


レンジ 

in nn 

尊 u 分 uu ; か 


発酸 


0 


タイ7—セツト夺一を 
巧し時間を台わせる 


■スタートのランプび点滅します。 


0 


スタート夺 一を J 甲ず 


庫内丹び点丹し、加熱び始まります。 



レンジ 



PAM 発麟 

生地を直接ソフトな電波(寫鬧波)で加熱し、 
短時間で発酵させます。化上がり調節キー 
は 5 段階に調節できます。 


PAM 発酵（レンジ)の使いかた 


レンジ）ク 


1 2 3 


鼠單控 


’ 处夕 ^ ^勢 I ( ^ はツ 嫂 C<T>; J 


任上びり/温度、 

VI Ay 


2度押しは招まあたため 

三! 癸り 


とりけし"! 



食品を入れる 


※テーブルプレートび加熱室底面にセット 
されていることを確認します。 

セツトされていない場合、表示窓に 



「〔於」び表示され、加熱できません。かんたんパン生地の場合 

(77 ページ参照） 


終了音が鳴った!5食品 庫内口び消口し、表示び「日」になり、 [ 

い を取り出ず 加熱び終ります。 n 


PAM 発酵（レンジ)の上手な使いかた 


• □□□□凹 jPAM n nftl DDDDDDDDDDD 

乂花(スノ くーク)の原因となります。 

• □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□-□□□□□□□□(□□□□) 

IPAM 発酵 I ( レンジ）は仕上びり調節キーでメこューに 
適した電波(高周波）の出力を微妙に調節し、発酵温度 
をコント□ールします。仕上がり調節キーを誤って設 
定すると上手に仕上がりません。 

•市販の料理ブックの発酵や、お好みの料理の発酵は 
昆こ三 3(2 度押し）で温度調節キー ( ID を押して 
匿國 （3 己で〜4己で）に合わせ様子を見なびら行っ 
てください。 (3 己ページ参照） 

※加熱室の温度び低いとさ、上ヒーターび加熱する場合 
びあります。ドア、キャビネット、加熱室その他の周 
辺に触れないでください。 


^AM n n I ( DDD)DDDDDDDDDD 


□ □ 

□ □□□凹 

DDDDDDDDDD 


Innn I 

□ □ (81) 

m 

□ □□□□□(77) □□□□□□□(78) 

□ □□ 日日 （ 78) 日日日日日 □(79) 

□ □□□□□(78) DDDDDDDDDDD(79) 

□ □□ 日日日 （ 78) 

iPAMnnl(nnn) 

IDDD 

□ □ □ □ □ (80) 

□ □ (81) 

m 

DDDDDDDDD (80) 


強•中•弱 


強 i •弱 


□ □□□□□□ 


手動調理 


< 抄 

り 


強•中•弱 


ず 

巧 

を 

- 

夺 

醇 

発 

M 

A 

P 


〇 


P AM 
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オーブン 


ソフトな熱風で、パンの生地を包みをむようにして発酵さ 
せます。オーブンの発酵温度は、 35 〜 45 む （5 む閒隔)じセッ 
卜できまず。 

□ □□ □□ 


オーブン発酵の使いかた 




DDDDDDDDD 




1 2 3 


〇1段02段 


2度巧しはお凍あたため 


お ) 苗 ) 轉感 I 曲店 ) 曲 1 © 毎 ) 獲 ) (<T>) J 17 巧 、舜でいりけ ) 


の)□□□□□□□□□□□凹 

食品を入れる 



■角皿は皿受棚の 下段に 入れます。 
※テーブルプレートを加熱室底面に 
セツトしていることを確認します。 


圖 


(バター□ールの発酵の場合） 
(7 己ぺージ参照） 


〇 


オーブン 1 夺一を 


■数秒後に時間合わせ表示になります。 


2度押しなーブン I 


(予熱なし）にずる 



0 


温度調節夺一で 
発酵温度を台わせる 

■発酵温度は4己 • 4日- 3己む 
の3段階に設定でさます。 
標準の発酵温度は40むです。 


■数秒後に時間合わせ表示になります。 
温度表示中でも時間合わせでさます。 



才ーブン 

発酵 

設定 

•イ0 C 



0 


タイ7—セツト夺一を 
巧し時間を台わせる 


■スタートのランプび点滅します。 


オーブン 発酵 


赃 


〇 


スタート夺一を 巧ず 


庫内なび点なして加熱び始まります。 



バ^ 終了音が鳴った!5食品 
を取り出ず 


庫内なび消なし、表示び「0」になり、 
加熱び終ります。 



PAM 発酵（レンジ)の上手な使いかた(応用) 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □□□□凹 jPAMn n i(n □□)□□□□□□□□□□ 

♦こね上げた生地を耐熱性ガラスのボールに入れてラップで 
おおい、テーブルプレートにのせて発酵します。（角皿や金属 
製の容器は使えません。） 

♦77 ページのかんたんパンを参照し、ポリ袋を使ってこねる 
ことわでさます。この場合は袋のまま、記載の発酵時間の少 
なめの時間を目安にして発酵させます。 

♦二次発酵は角皿を使います。 [ PAM 発酵 （レンジ）ではでき 
ません。面ーブン]廣酵]で行います。 


[PAM DDIDDDDDD 田 □□□□ 


DDDDDDDDDD 

□ □ 

DDDDDD 

□ □□□□□(75) 

□ □□□□□(76) 

24D D 

12D D 

20D30D 

□ □□□□□(76) 


20D30D 

□ □ (63) 

1□□( 日 □24cm) 

10D15D 


35 


□□□□□□□ 


手動調理 





















































































































































お手入れ 

本体-付属品のお手入れ 


r □ □ □ 


DDDDDDDDDDDDD 

□ □□□□回 


—ブルプレート 


かたく絞っためれぶきんでふきまず。 

而きんで取れにくいよごれは、テーブルプレートを取り外し市販の 
ク U —ムクレンヴー（研磨剤入り)をつけてその部分をこすって洗い 
流します。 

衝撃を加えると割れる恐れがありまず。 

割れたり、ひびび入ったとさはそのまま使用せず、お買い上げの販 
売店にご相談ください。そのまま使用すると故障の原因になります。 


角皿•焼網•スチ-ムプレ-卜 


台所用中性洗剤をつけたスポンジたわ 
しで巧れを落として水洗いし、水気を 
十分にふきとりまず。 



加熱室内壁-前面-ドア内側-カバー 


かたく絞っためれぶきんでふきまず。 

汚れびひどいとさは台所用中性洗剤をつけた 
布で爲きとり、その後必ず、かたく絞っため 
れぶさんで洗剤をよくふさとります。 
※カバーは強くこすらない。 （ 破損、割れ、力 
ケの恐れびあります。） 


やね5かい布でふきとりまず。 

巧れびひどいとさは台所用中性洗 
剤をつけた布でふきとり、その後 
必ず、かた<絞っためれぶさんで 
洗剤をよくふさとります。 


A 迂局 


角皿、 焼網、 スチームプレート、 
は、金属たねしや鋭利ならのでこ 
ず5ない。 

角皿、焼網は、さびること 
がありまず。 


0 


テーブルプレートを金属たわしや 
鋭利なものでこず5ない。 

□ □□□□凹 


0 


キャビネットやドア、操作パネル 
に水をかけない。 

DDDDDDDDDDDDD 


0 


パネルやドア、加熱室などをオー 
ブンクリーナー、シンナー、ベン 


ジン、スプレーのガラスみがさ、 
漂白剤などでふかない。 

DDDDDDDDD 


0 


★DDDDDDDDDDDDDDD 

DDDDDDDDDDD 



加熱室内壁に食品くずや汁をつけ 
たままにしない。 

ちれが取れに <<なり、乂 
花(スパーク)が出たり、さ 
びや悪臭の原因になります。 


0 


>加熱室上面、奥面には抗菌脱臭コ 
ート処理、その他の加熱室前面、両 
側面、底面にはフッ素コート処理 
びしてあります。傷つさやすいの 
で、たわしなど固いむのでこすらな 
いで < ださい。 


•加熱室底面のテーブルプレートに衝撃を加えたり、水をかけない。 

□ □□□□凹 

♦割れたとさは、そのまま使用せずにお買い上げの販売店に相談する。 


においが気になるとを 


脱臭 I 夺一を使いまず . 魚を焼いた後、すぐ別の料理をするときや、加熱室のにおいが気になるとき 

に使います。 

加熱室のにおいを軽減することができます。 

脱臭のしくみ 

加熱室に残ったにおいの成分を、ヒーターの高熱で分解し加熱室外に排出します。 
加熱室に残った食品カスは取れませんので、あらかじめふさとってください。 


操作の手順は r 空焼きのしかた 」I A 音「「脱臭」の加熱中や終了後しばらくは、ドア、キャビ^ 

00 9ぺージを参照してください。 I ム! A 少エス ネット、加熱室、その周迎こふれなし、日□□□回 D 



ご使用の後に 
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故障かな ••••• と思った5 

巧のことをお調べ<だをい 


加熱しない、または 
電源が入!5ない 


料理のでさぐあいが悪い 


乂花(スパーク)が出る 


•差込プラグび抜けていませんか。 

•配電盤のヒューズ、またはブレーカーび切れていませんか。 

•表示窓に「日」び表示されていますか。「日」び表示されていない場合ドアを開け 
閉めしてください。「日」表示します。 

• ドアはさちんと閉まっていますか。 

• ドアを開け閉めしなおしてち正常になりませんか。 

•差込プラグを抜いて、差し込みなおしてドアを開閉してを正常になりませんか。 

•調理の手順、ラップのかけかた、食品の量、付属品、容器の使いかたなどは 
正しいですか。（ククレットガイドで、ちラー度確認してください。） 

•壁と近づさすざていませんか。 （4 ページ参照） 

•オート調理のとさ、•1^(上の内容を確認してち料理び加熱不足や加熱しすざに 
なる場合、グラム-ポジションシステムの日点調節をしてください。 

(9 ページ参照） 

•ケーキやクッキーをくり返して調理する場合、角皿をさましてからご使用く 
ださい。こげすざることびあります。 

•角皿を誤って使用していませんか。 

•焼網にアルミホイルを敷いていませんか。 

•加熱室壁などに金属製の調理道具やアルミホイルび触れていませんか。 
•テーブルプレートなどに食品カスびついていませんか。 


□ □□□□□□□□□□□□中□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□田□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


故障かな ••••• と思った5 

次の場合は巧障ではあ0ません 


■はじめてオーブンを使ったとき煙が 
でた 

今 

加熱室は防鐘のため油を塗っています。はじめてお使いのとさは、 
空焼きをして油をとってください。 （9 ぺージ参照） 

■加熱中 r カチ、 カチ… 」と音がする 

♦ 

マイコンびレンジやヒーターなどの切り替えをするときのスイッ 
チ音です。 

国 1 あたため 1 キーを巧してちスタートしない 

♦ 

待機時消費電カオフ機能び働いています。ドアを開閉しなおして 
表示窓にの」表示させてから nnnni 丰一を押してください。 

■加熱中 r ジージー」と音がする 

♦ 

インノ（ーターの作動音です。 

■セットした温度が途中で変わることが 
ある。 

♦ 

1 オーブン 1 のとき、2已〇むの運転時間は約已分です。その後は自 
動的に21日常になります。 

■調理終了後、しば 5 くずると「カチ」 

と音がずる 

今 

調理終了後にドアを閉めてから1日分過ぎたとさにはたらく待機電 
力をオフするスイッチの音です。 

■250 °C に設定できないことがある 

今 

加熱室び熱い場合の最大設定温度は21日むになります。 

■残り時間が途中で変わることがある 

♦ 

オート調理のとさ、料理を上手に仕上げるため加熱途中で残りの 
加熱時間び変わることびあります。 

■夺一を巧してち受け付けない 

今 

待機時消費電カオフ機能び働いています。ドアを開閉しなおして 
表示窓に「日」表示させてからご使用ください。 （11 ページ参照） 

■終了音の音色が切り替わったり、無音に 
なった 

今 

ドアを開閉して表示窓に「0」を表示させてから、仕上びり調節キー 
趣を約3秒間押すどピッ"と鳴り、終了音の音色び切り替わります。 
同じ操作でブヴー音を無音に切り替えられます。 （1 1ページ参照） 

国市販の料理ブックのオーブンメニューや市販の 
生地を使うと上手にできないことがある 

♦ 

この料理編の類似したメニューの温度と時間を参考にして、手動 
調理で様子を見なびら焼いてください。 （4 己ページ参照） 

■オート調理のとき、料理が加熱不足や加 
熱しずざになる 

♦ 

グラム-ポジションシステムの0点調節をしてください。 

(9 ページ参照） 

■ ドアを開けると加熱が取り消される 

♦ 

オート調理では残りの加熱時間を表示していないとさにドアを開 
けると、加熱び取り消されます。 

■予熱設定温度が表示される前に予熱が 
終了した 

今 

電源電圧や室温等の影響で設定温度まで表示される前に予熱び終 
了することびあります。 


ご 

使 

用 

の 
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故障かな ••••• と思った5 

次の場合は故障ではありません 


■加熱中、表示窓やドアがくもったり、 
水滴が落ちる。 

^ 料理メニューによって食品から出た水分び水蒸気となり、表示窓 
4やドアの内側びくもることびあります。ドアの内側などに露びつ 
さ、床に落ちたとさは、而さんで拭さとってください。 

■オーブン、グリル加熱のとき「ポコッ」 
と音がずる。 

A 高温のため、加熱室び膨張する音びすることびありますび故障で 
~はありません。 

■レンジ加熱のとき「パチン」と音がず 
る。 

4ドアと加熱室の接触面に付着していた水滴びはじける音です。 

■庫内なの明るさび変わるときびある 

A 断続運転のとさ庫内灯の明るさび変わることびあります。 

~故障ではありません。 

■調理が終了してもファンの風切り音がする 

とりけしキーを押した時や調理終了後2分間電気部品を;令却するため 
4フアンび回転します。この間、メ □ディ音の切替やグラム•ポジシヨ 
ンシステムの0点調節はでさません。 

■差込プラグを差し込むとき「カチッ」 

と音がしたり、スパークが出る。 

4電源回路に充電するためで故障ではありません。 

■表示窓に 「 M 」 が表示されたままで加熱 
されない 

A 差込プラグを抜いて、約曰秒たってから、差し込みなおしてくだ 
マ さぃ。 

■予熱途中で加熱室温度の表示が10〜 
20で上下ずる。また断続音がする 

加熱室温度び安定するまで温度表示び変わります。故障ではあり 
4ません。また予熱中は熱風ヒーターび断続運転するため断続音び 
一 することびありますび故障ではありません。 


表示窓にこんな表示が出たとを 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


□ □ □ 

DDDDDDDDDDD 

□ □ 


广 nn 
し UU 


♦グラム-ポジションシステムの 0 点調節の方法 
び間違っています。 

テーブルプレートだけをのせてドアを閉めて、とりけ 
しキーを押します。数秒間、庫内灯び点灯し、日点調 
節び完了します。 （9 ページ参照） 





r n 1 

L U 1 


♦ グラム-ポジションシステムの調節中にドア 
を開けました。 

ドアを閉めて、とりけしキーを押します。 

数秒間、庫内灯び点灯し、日点調節び完了します。 


r n j 

し u し 


♦テーブルプレートびセツトされていません。 

テーブルプレートをセツトして日点調節をおこない 
ます。 （9 ページ参照） 


r n j 

し LI J 


♦ 1 PAM 解凍114さしみ11己解凍1 の食品の州量びを 
すざます。 

解凍する食品の分量を 1日日〜1,0日日呂 にします。 

(21 ページ参照） 


广 nn 

L U 1 


•少量の食品を手動調理 （ 1レンジ17日日 WI ) で10分 
じ(上加熱しました。 

手動調理 （1 レンジ17日日 WI ) の食品]日日呂当たり加 
熱時間を目安にします。に8ページ参照） 

H 21 DH 41 DH 54 DH 55 DH 56 

H 8 inH 82 nH 0 inH 03 

♦差込プラグを抜いて、差し込みなおしてください。 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□Em 
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巧証と アフターサービス (必ずお読みください） 

★本体内部には高圧配線びしてありますので、ご家庭での修理はおやめください。 


保証書（別添） 

保証書は、必ず「お買い上げ曰-販売店名」などの記入を 
お確かめのラえ販売店から受け取っていたださ、内容を 
よくお読みの後、大切に保存してください。 

♦保証期間は、お買い上げの曰から1年です。 

ただし、マグネト□ンについては2年です。 

補修用性能部品の保有期間 

当社はこのオーブンレンジの補修用性能部品を、製造打 
ち切り後8年保有しています。 

補修用性能部品とは、その商品の機能を維持するために 
必要な部品です。 


ご転居されるときは 

ご転居によりお買い上げの販売店の アフターサービスを 受 
けられなくなる場合は、前もって販売店にご相談ください。 
ご転居先での曰立の家電品取扱店を紹介させていたださま 
す。 

•このオーブンレンジは、電源周波数び日 OHz • 60 Hz どち 
らの地域でちご使用になれます。馆 E 品交換の必要はあ 
0ません。） 

♦ご転居されたり、移動したりした場合には、必ず販売 
店または電気工事店に依頼して、アースの取り付け直 
しを行ってからご使用ください。 （3 ページ参照） 


修理を依頼されるときは EME 

37 • 38ページに従って調べていただき、なお異常のあると 
さは、ご使用を中止し、必ず差込プラグを抜いてから、 
お買い上げの販売店にご相談ください。 

■連絡していただきたい内容 


□ □ 

DDDDDDDDD 

□ □ 

DDDDDDDDDDDD 

□ □□□□□ 

□ □ □ 

□ □ □ □ □ 

DDDDDDDDDDD 

□ □ □ 

□ □□□□□□□□□□□□□□□□□凹 

□ □ □ 


□ □ □ □ 


□ □□□□□ 



《銘板は本体ち側面にあります。 

■保証期間中は 

修理に際しましては保証書をご提示ください。 

保証書の規定に従って、販売店び修理させていただきます。 

■保証期間が過ざているときは 

修理すれば使用でさる場合には、 

ていたださます。 


ご不明な点や修理に関ずるご相談は 

修理に関するご相談並びにご不明な点は、お買い上げの 
販売店または、お近くの日立家電品のお客様ご相談窓□一 
覧表(4日ページ)の窓□にお問い合わせください。 


修理料金のしくみ 

DDDDDDDDDDDDDDDDDDD 


□ □ □ 

故障した製品を正常に修復するための料金です。 
技術者の人件費、技術教育費、測定機器等設備 
費、一般管理費等び含まれています。 

□ □ □ 

修理に使用した部品代金です。その他修理に付 
帯する部材等を含む場合ちあります。 

□ □ □ 

商品のある場所へ技術者を派遣する場合の費用で 
す。万 IJ 途、駐車料金をし V ■こだく場合びあります。 


ご希望により修理させ 


ご使用の後に 
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日立家電品のお客様ご相談窓口一質表 


□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□凹 


□ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□巧□□□□□□□□か ► 


□ □□□み 

□ □□□み 

□ □□み 

□□□□□み 

□□□□み 

□ □□□□□□□□□回 

□ □□□み 

□□□-□□□-□□□□み 

□ □□□□□□□□日- □-□□み 

□□□□□□□□み 



□ □□□み 

□□□□み 

□ □□□□□□□□□□□ がが □ 

□ □□□み 

□□□□み 

□ □□□□□□□□日- □-□み 

□ □□□み 

□□□□み 

□□み 

□ □□□み 

□□□□-□□-□□□□み 

□ □□□□□□□□□- □□□み 

□□□□□□□み 

□□□□み 

DDDDDDDDDD-DD がが □ □□□□§►❖ 


•□□□□□□□□ 棘 □ □□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□がみ 


- A — み 


一般ご相談窓 □ 


日立家電品につしてのご相談や修理はお買上げの販売店へ 

□ □ 幽 DDDD 蜘 DDDDDDDDDDDDDD かか日□□□□□□□□□□□□□□□□ホみ 

□ □□□□□□□□□□□□み 
□ □□□□□□み 

TEL 0120-か 21- か 

FAX 0120-み 121- か 


□□□□□□□□□□□み 

□□□□□□□□み 

TEL 0120-か 21- か 

FAX 0120-か 21- お 


□□□□□□□□□□□□□□□□□ 
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